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高知県と愛媛県との県境にある「四国カルスト」は

日本三大カルストの一つ。

標高1,485ｍの「天狗の森」は、

「森林セラピーロード」に認定され、

森林浴や健康づくりに多くの人が訪れる。

なだらかに広がる高原には大パノラマが広がり、

夜には満天の星空が輝く。

春は新緑、夏は高原植物、

秋は黄金色に輝くススキ、

冬は雪景色等、

四季折々の景観を楽しむことができる。

津
野
町

風
と
と
も
に
地
域
き
ら
め
く

協
働
の
ま
ち
を
目
指
し
て
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TOSA国保だより 検 索

TOSA国保だよりは
本会ホームページからも

ご覧いただけます。
http://www.kochi-kokuhoren.or.jp
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池い
け 

田だ 

三み
つ 

男お 

首首
長
は
語
る

長
は
語
る

津
野
町
長

津
野
町
は
約
９
割
を
森
林
が
占
め
、

日
本
最
後
の
清
流
四
万
十
川
の

源
流
点
で
あ
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

満
天
の
星
空
が
輝
く

四
国
カ
ル
ス
ト
天
狗
高
原
で
は
、

天
狗
荘
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、

森
林
レ
ジ
ャ
ー
施
設

フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
を

オ
ー
プ
ン
予
定
。

清
流
と
風
と
歴
史
に
会
え
る
ま
ち
、

津
野
町
を
訪
ね
、

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

池
田
町
長
に
伺
い
ま
し
た
。

め
く

目
指
し
て

風
と
と
も
に
地
域
き
ら

協
働
の
ま
ち
を
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津
野
町
の
施
設
整
備
の
状
況
及

び
保
健
師
等
の
人
数
、
活
動
状

況
等
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

本
町
の
施
設
は
現
在
、
医
療
施

設
と
し
て
直
営
診
療
所
が
２
カ
所
、

介
護
保
険
関
係
施
設
と
し
て
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
２
カ
所
の
ほ

関
係
機
関
と
連
携
し
事
業
を
展
開

セ
ラ
バ
ン
ド
配
布
等
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、介
護
予
防
に
取
り
組
む

か
、認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
、
通
所
介
護
事
業
所
等
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
１
カ
所
、
総
合
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
が
１
カ
所
あ
り
ま
す
。

　

保
健
師
等
の
専
門
職
に
つ
い
て

は
、
介
護
・
地
域
福
祉
を
統
括

す
る
介
護
福
祉
課
内
に
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
保
健

師
２
人
、
社
会
福
祉
士
１
人
、
介

護
支
援
専
門
員
１
人
を
配
置
し
て

お
り
、
高
齢
者
か
ら
の
相
談
や
介

護
予
防
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
衛
生
・
障
害
部

門
を
統
括
す
る
健
康
福
祉
課
に
は

保
健
師
５
人
を
配
置
し
て
お
り
、

首首長は語る長は語る
No.92 津野町長 池

いけ

 田
だ

 三
みつ

 男
お

各
種
健
診
や
健
康
づ
く
り
事
業
、

母
子
保
健
・
障
害
保
健
や
児
童
福

祉
事
業
に
取
り
組
み
、
地
区
分
担

と
業
務
分
担
を
併
用
し
た
活
動
形

態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
直
営
の
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
、
相
談
支
援
専

門
員
１
名
、
相
談
員
１
名
で
障
害

者
の
相
談
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

（聞き手　国保連合会江口事務局長）

利
便
性
の
向
上
に
努
め
、高
い
受
診
率
を
維
持

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

今
年
10
月
か
ら
開
設

移
住
・
定
住
促
進
に
向
け
、

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
講
じ
て
い
く

引
っ
越
し
費
用
等
の
補
助
も
行
っ

て
い
ま
す
。
子
育
て
施
策
と
し
て

は
、
第
１
子
５
万
円
、
第
２
子

10
万
円
、
第
３
子
30
万
円
の
出
生

時
の
子
育
て
応
援
金
や
、
小
中
学

校
入
学
時
に
は
３
万
円
の
入
学
祝

い
金
も
交
付
し
て
い
ま
す
し
、
平

成
30
年
度
か
ら
は
高
等
学
校
へ
の

通
学
費
等
助
成
事
業
と
し
て
、
定

期
代
や
寮
費
・
下
宿
代
、
通
学
用

バ
イ
ク
の
購
入
費
用
等
に
対
し
て

２
分
の
１
の
助
成
も
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
少
子
化
対
策
の
充
実

を
図
る
た
め
、
不
妊
治
療
を
受
け

て
い
る
ご
夫
婦
に
対
し
、
県
の
助

成
に
上
乗
せ
し
て
町
独
自
の
助
成

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

医
療
費
関
係
で
は
、
今
ま
で
は

小
中
学
生
医
療
と
し
て
、
中
学
生

以
下
の
子
供
の
医
療
費
の
無
償
化

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
４

月
か
ら
は
「
子
ど
も
医
療
」
に
名

称
も
変
更
し
、
対
象
年
齢
を
18
歳

の
高
校
卒
業
ま
で
拡
充
す
る
こ
と

に
よ
り
、
子
育
て
世
代
の
経
済
的

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　

本
町
で
は
、
町
内
全
域
の
総
合

健
診
を
年
間
10
日
間
で
実
施
し

て
お
り
、
特
定
健
診
と
が
ん
検
診

の
セ
ッ
ト
化
、
送
迎
バ
ス
の
運
行

を
行
い
、
利
便
性
の
向
上
に
も
努

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
内
の
直

営
診
療
所
２
カ
所
、
民
間
医
療
機

関
１
カ
所
で
の
個
別
健
診
に
加
え
、

県
内
の
委
託
医
療
機
関
に
お
い
て

個
別
健
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
よ
り
特
定
健
診
受

診
勧
奨
事
業
を
継
続
し
、
本
町
の

特
定
健
診
受
診
率
は
、
平
成
29
年

度
が
58
・
５
％
、30
年
度
は
62
・
３
％

と
県
下
で
も
高
い
受
診
率
を
維
持

し
て
お
り
ま
す
。

　

特
定
保
健
指
導
に
つ
い
て
は
、

令
和
元
年
度
よ
り
特
定
保
健
指
導

初
回
面
接
の
分
割
実
施
を
行
っ
て

い
ま
す
。
総
合
健
診
受
診
当
日
に
、

腹
囲
・
体
重
、
血
圧
等
の
状
況
か

ら
対
象
と
見
込
ま
れ
る
方
に
対
し

て
面
接
を
実
施
し
、
特
定
保
健
指

導
初
回
面
接
へ
と
つ
な
げ
る
取
り

組
み
を
行
い
、
利
用
率
の
向
上
に

努
め
て
い
ま
す
。

負
担
の
軽
減
と
、
安
心
し
て
子
育

て
の
で
き
る
町
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

教
育
関
係
で
は
、
東
津
野
地
区

に
「
さ
く
ら
ん
ぼ
園
」・
葉
山
地
区

に
「
に
じ
い
ろ
園
」
の
２
カ
所
の

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
を
整

備
し
、
運
営
し
て
い
ま
す
。
近
年

の
社
会
構
造
等
の
著
し
い
変
化
を

背
景
と
し
て
、
就
学
前
の
子
ど
も

に
関
す
る
教
育
・
保
育
の
ニ
ー
ズ

が
多
様
化
し
、
小
学
校
就
学
前
の

子
ど
も
の
総
合
的
な
教
育
・
保
育

の
提
供
が
望
ま
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、「
幼
保
一
元
化
」
を
推
進
し
て

お
り
、
発
達
年
齢
に
応
じ
た
一
貫

し
た
方
針
に
基
づ
く
教
育
・
保
育

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

高
齢
化
対
策
は
い
か
が
で
す
か
。

　

高
齢
者
か
ら
の
多
様
な
相
談
に

対
応
す
る
た
め
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
窓
口
と
し
て
、
個
々

の
健
康
状
態
・
生
活
状
況
に
よ
っ

て
、
町
内
、
ま
た
は
近
隣
市
町
村

の
高
齢
者
向
け
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

高
知
県
が
策
定
し
て
い
る
「
日
本

一
の
健
康
長
寿
県
構
想
」
を
受

け
た
よ
さ
こ
い
健
康
プ
ラ
ン
21
な

ど
、
保
健
事
業
へ
の
取
り
組
み
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
30
年
度
に
第
３
期
健
康
増

進
計
画
を
策
定
し
「
健
康
で
笑
顔

あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
保
健
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
と
疾
病
予
防
と
し

ま
し
て
は
、
健
康
づ
く
り
推
進

員
や
食
生
活
改
善
推
進
員
等
の
関

係
団
体
協
力
の
も
と
、
食
生
活
の

改
善
や
運
動
習
慣
の
確
立
等
、
生

活
習
慣
病
予
防
に
向
け
た
ポ
ピ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
の
強
化

に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
病
気

の
早
期
発
見
や
生
活
習
慣
を
見
直

す
き
っ
か
け
と
し
て
、
特
定
健
診

や
各
種
が
ん
検
診
の
受
診
勧
奨
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
と
し
て
は
、
育
児

教
室
や
母
乳
・
育
児
相
談
等
の
開

催
や
妊
娠
・
子
育
て
ス
タ
ー
タ
ー

キ
ッ
ト
（
育
児
に
必
要
な
物
品
）

の
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

妊
娠
育
児
相
談
窓
口
の
一
本
化
と

し
て
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
今
年
10
月
か
ら
開
設
し
ま

す
。

少
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
何
と
か
こ
の
状
況
に

歯
止
め
を
か
け
る
べ
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

若
者
の
定
住
支
援
と
し
て
は
新
築

住
宅
へ
の
１
０
０
万
円
の
補
助
や
、

町
営
の
ス
テ
ッ
プ
住
宅
で
は
最
高

で
70
％
の
家
賃
の
払
い
戻
し
、
ま

た
新
婚
夫
婦
に
は
家
賃
や
敷
金
、

　

介
護
予
防
事
業
と
し
て
は
、
介

護
保
険
に
よ
る
地
域
支
援
事
業
を

活
用
し
、
運
動
・
口
腔
機
能
の
向

上
を
目
的
に
、
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン

を
活
用
し
た
「
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
教
室
」
や
セ
ラ
バ
ン

ド
体
操
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
の
普

及
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
お
よ
そ
34
カ
所

で
活
動
し
て
い
る
「
地
域
サ
ロ
ン
」

は
、
高
齢
者
の
集
い
の
場
と
し
て

定
着
し
、
高
齢
者
が
趣
味
や
生
き

が
い
を
持
っ
て
外
出
す
る
機
会
を

増
や
す
こ
と
で
、
閉
じ
こ
も
り
防

止
や
介
護
予
防
の
推
進
が
図
ら
れ

人
口
減
少
・
少
子
化
へ
の
対
策

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

行
っ
て
い
ま
す
か
。

　

平
成
17
年
の
合
併
後
15
年
が
経

過
し
、
津
野
町
の
人
口
は
約
22
％

減
少
し
て
い
ま
す
が
、
65
歳
以
上

の
人
口
は
ほ
と
ん
ど
減
少
し
て
い

な
い
た
め
、
子
供
か
ら
働
き
盛
り

の
64
歳
以
下
の
年
齢
層
だ
け
が
減

若者定住住宅 Monte 家
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も
、
既
存
の
ア
ナ
ロ
グ
同
報
系
防

災
行
政
無
線
が
令
和
４
年
11
月
を

も
っ
て
使
用
で
き
な
く
な
る
こ
と

か
ら
、
令
和
２
年
度
に
デ
ジ
タ
ル

防
災
行
政
無
線
へ
の
全
面
改
修
工

事
を
実
施
し
ま
す
。
豪
雨
時
に
は

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
が
聞
き
取
り
づ

ら
い
と
い
う
事
例
が
多
く
言
わ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
整
備
に
合
わ

せ
て
戸
別
受
信
機
を
貸
与
方
式
で

町
内
全
戸
に
配
置
し
ま
す
。

　

集
落
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ

き
ま
し
て
は
、
現
在
町
内
３
地
区

で
開
所
し
て
い
ま
す
が
、
少
子
高

齢
化
に
よ
る
集
落
の
維
持
が
懸
念

さ
れ
る
中
、
地
域
を
元
気
に
す
る

た
め
に
取
り
組
む
集
落
や
団
体
等

の
主
体
的
な
活
動
に
対
し
、
独
自

の
補
助
金
を
交
付
し
、
活
力
あ
る

地
域
づ
く
り
の
後
押
し
を
し
て
い

津
野
町
で
の
特
色
あ
る
取
り
組
み

や
地
域
振
興
事
業
、
町
の
Ｐ
Ｒ

な
ど
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

高
知
県
に
お
い
て
は
、
南
海
ト

ラ
フ
大
地
震
の
発
生
が
常
に
懸
念

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
近

年
、
台
風
等
の
豪
雨
や
暴
風
に
よ

る
災
害
が
全
国
的
に
多
く
み
ら
れ

て
お
り
、
そ
う
い
っ
た
災
害
時
に

お
い
て
は
避
難
所
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
策
が
急
務
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
で
き
る
だ

け
広
い
体
育
館
に
避
難
所
を
変
更

す
る
と
と
も
に
、
マ
ス
ク
や
体
温

計
、
消
毒
液
等
の
消
耗
備
品
の
整

備
を
は
じ
め
、
感
染
防
止
の
た
め

の
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
や
衛
生
面
に

配
慮
し
た
災
害
用
ト
イ
レ
の
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
に
つ
き
ま
し
て

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
」
に
お
い
て
も
、
特
に

介
護
予
防
に
重
点
を
お
い
て
活
動

し
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
介
護
予

防
活
動
に
よ
る
成
果
が
、県
内
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
介
護
認
定
率
の
低
さ

に
表
れ
て
い
ま
す
。

国
保
に
お
け
る
問
題
点
と
課
題
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
こ
10
年
の
津
野
町
の
人
口
減

少
率
は
16
・
３
％
で
す
が
、
国

保
の
被
保
険
者
数
は
約
40
％
と
大

幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

農
林
業
や
自
営
業
者
等
の
減
少
に

加
え
、
近
年
の
パ
ー
ト
雇
用
者
等

費
の
抑
制
に
は
結
び
つ
い
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
30
年
度
か
ら

は
国
保
の
運
営
主
体
を
県
に
移

行
し
、
広
域
化
に
よ
る
国
保
運
営

の
安
定
化
を
図
っ
て
お
り
ま
す
が
、

事
業
費
納
付
金
が
毎
年
10
％
程
度

増
減
し
て
い
る
こ
と
や
、
課
税
方

式
を
令
和
元
年
度
か
ら
は
、
資
産

割
を
除
い
た
３
方
式
に
変
更
し
た

こ
と
な
ど
も
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
不

安
定
要
素
が
多
い
と
こ
ろ
で
す
。

介
護
保
険
の
状
況
は
い
か
が
で
す
か
。

　

介
護
保
険
の
被
保
険
者
数
は
、

３
月
末
現
在
で
２
４
５
０
人
。
う

ち
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
者
は

３
７
０
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
内
に
は
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
が
２
施
設
、
認
知
症
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
が
２
ユ
ニ
ッ
ト
あ
り
ま
す
。

今
後
、
本
町
で
は
高
齢
者
が
減
少

し
て
い
く
こ
と
か
ら
高
齢
者
施
設

の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
必

要
が
あ
り
、
高
齢
者
の
生
活
に
も

在
宅
で
の
見
守
り
と
支
援
が
重
要

密
接
に
関
係
す
る
こ
と
か
ら
、
慎

重
に
議
論
を
進
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

今
後
、
ど
の
よ
う
に
高
齢
者
を

見
守
っ
て
い
く
の
か
が
課
題
で
す

が
、
や
は
り
在
宅
で
の
見
守
り
と

支
援
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
独
居
の
高
齢
者
等
を
地
域

で
見
守
れ
る
施
策
を
次
期
介
護
保

険
計
画
の
中
で
検
討
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
四
国
カ
ル
ス
ト
へ
！ 

天
狗
荘
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、

フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
オ
ー
プ
ン
予
定

ま
す
。
地
域
の
人
材
を
地
域

自
ら
が
確
保
し
、
地
域
が
空

き
家
確
保
か
ら
入
居
管
理
ま

で
を
一
括
し
て
行
い
、
家
賃
収
入

を
地
域
活
動
の
経
費
に
充
て
る
こ

と
が
で
き
る
新
た
な
制
度
も
検
討

し
て
い
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

は
、
現
在
７
名
が
地
域
づ
く
り
、

集
落
支
援
員
、
町
産
材
を
使
用
し

た
木
工
製
品
づ
く
り
、
町
内
の
荒

廃
茶
園
の
復
興
業
務
、
観
光
振

興
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
と
し

て
、
そ
れ
ぞ

れ
が
目
標
を

持
っ
て
ま
ち

づ
く
り
業
務

を
担
っ
て
い

ま
す
。
任
期

終
了
後
の
隊

あ
ふ
れ
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

近
く
に
は
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
の
森
林
レ
ジ
ャ
ー
施
設

も
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。
深

い
森
の
中
で
、
山
あ
い
を
ジ
ッ
プ

ラ
イ
ン
で
爽
快
に
飛
び
渡
っ
て
い

た
だ
け
ま
す
。
星
と
森
の
遊
び
が

楽
し
め
る
津
野
町
へ
、
ぜ
ひ
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
日
課
に

Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

効
果
的
な
提
案
・
サ
ポ
ー
ト
を

被
保
険
者
数
が
減
少
す
る
中
、

医
療
費
の
抑
制
が
課
題

い
ま
し
た
が
、
冬
場
も
い
か
に
続

け
ら
れ
る
か
が
課
題
で
、
今
回
は

続
け
る
意
気
込
み
で
す
。

　

ま
た
、
お
酒
を
飲
ん
だ
後
の

ラ
ー
メ
ン
や
お
茶
漬
け
を
控
え
る

な
ど
、
食
事
面
に
も
気
を
付
け
て

い
ま
す
。

員
も
６
人
の
う
ち
５
人
が
地
域
に

定
着
し
、
新
た
な
担
い
手
と
し
て

地
域
の
維
持
管
理
や
魅
力
づ
く
り

等
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
化
す
る
地
域
住
民

の
移
動
手
段
の
確
保
を
目
指
し
、

平
成
29
年
10
月
か
ら
町
内
全
域
を

週
１
回
、１
日
４
往
復
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
本
格
運
行
を
行
っ

て
お
り
、
運
転
免
許
証
の
自
主
返

納
者
に
は
、
こ
の
「
つ
の
バ
ス
」

の
回
数
券
を
交
付
す
る
な
ど
、
町

民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

移
住
定
住
の
取
り
組
み
と
し
て

は
、
平
成
26
年
度
以
降
、
空
き
家

３
７
１
件
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、

33
件
が
現
在

移
住
者
等
に

利
用
し
て
い

た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
昨

年
度
ま
で
に

１
０
８
組

１
９
３
名
の

方
が
移
住
さ

れ
て
お
り
ま

す
が
、
受
け

入
れ
体
制
に

つ
い
て
は
地
域
に
よ
っ
て
文
化
や

風
習
が
違
う
た
め
、
高
知
県
か
ら

委
嘱
を
受
け
た
各
地
域
の
住
民
が

地
域
移
住
サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
、

移
住
者
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
お

り
、
サ
ポ
ー
タ
ー
数
は
県
内
で
最

も
多
い
33
名
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

ま
た
今
年
度
は
、
更
な
る
移
住
定

住
促
進
の
た
め
、
官
民
が
連
携
し

た
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
に
よ
る
住
宅
整
備

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
観
光
を
活
か
し
た
地
域

づ
く
り
と
産
業
振
興
に
も
努
め

て
い
ま
す
。
津
野
町
に
は
四
国
カ

ル
ス
ト
と
い
う
抜
群
の
知
名
度
の

観
光
地
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
へ
の

誘
客
促
進
の
た
め
に
天
狗
荘
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
客
室
で
く
つ
ろ

ぎ
な
が
ら
満
天
の
星
を
眺
め
る
こ

と
が
で
き
る
星
空
客
室
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
天
気
の
悪
い
時
で
も
、

最
新
の
機
器
で
高
画
質
の
星
空
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
も
併
設
し
ま
す
の
で
、
津

野
町
の
自
然
を
満
喫
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
口
径
45
㎝

の
天
体
望
遠
鏡
を
設
置
し
ま
す
の

で
、
星
に
関
心
が
あ
る
方
に
魅
力

池
田
町
長
ご
自
身
が
健
康
に
対

し
て
普
段
か
ら
気
を
付
け
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　

こ
の
７
月
か
ら
本
格
的
に

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
、
１
日
１

時
間
、
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
以
前
に
も
、
一
時
行
っ
て

今
後
、
国
保
連
合
会
に
望
む
事

業
等
あ
り
ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　

国
保
連
合
会
に
は
、
診
療
報
酬

の
適
正
な
審
査
支
払
や
地
域
住

民
の
健
康
維
持
の
た
め
の
適
切
な

デ
ー
タ
の
提
供
等
、
さ
ま
ざ
ま
な

ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
良
い
保
健

事
業
計
画
等
の
作
成
に
向
け
、
国

保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ｋ
Ｄ
Ｂ
）
シ

ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
的

確
な
情
報
提
供
や
、
効
率
的
か
つ

効
果
的
な
提
案
・
サ
ポ
ー
ト
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

の
社
会
保
険
加
入
促
進
等
が
主
な

要
因
で
す
が
、
今
後
に
お
い
て
も

団
塊
の
世
代
の
後
期
高
齢
者
医
療

へ
の
移
行
や
、
定
年
延
長
に
よ
る

被
保
険
者
の
減
少
に
よ
り
国
保
の

運
営
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

１
人
当
た
り
の
医
療
費
を
見
て

も
、
平
成
21
年
度
か
ら
平
均
し
て

毎
年
４
％
ず
つ
上
昇
し
て
い
る
状

況
で
、
特
定
健
診
等
の
受
診
率
向

上
に
よ
る
重
症
化
予
防
や
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
促
進
に

取
り
組
ん
で
も
、
な
か
な
か
医
療

「天狗荘」リニューアル完成イメージ
星空客室

四万十川源流点津野山古式神楽棚田キャンドルまつり風の里公園

「天狗荘」リニューアル完成イメージ

「フォレストアドベンチャー」イメージ

つのバス
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室⼾市役所 保健介護課 健康推進班のみなさん総面積　248.25k㎡
人口　12,874 人
国保被保険者数　4,198 人
高齢化率　50.1％

（令和 2 年 4 月 1 日現在）

世界認定を受けた室⼾ジオパーク

ORANKU NO HOKENJIGYO

室戸市
Vol.93

世界一健康づくりが楽しめる
まちづくり

海
に
囲
ま
れ
た

自
然
豊
か
な
ま
ち

　

室
戸
市
は
、
太
平
洋
に
Ⅴ
字
形
に
突
出

し
た
室
戸
岬
を
中
心
に
東
西
53
・
３
km
の

海
岸
線
を
有
し
て
お
り
、
面
積
の
約
８
割

以
上
を
山
林
が
占
め
て
い
ま
す
。

　

主
な
産
業
と
し
て
、
近
年
で
は
海
洋
深

層
水
を
食
品
や
飲
料
水
、
農
産
物
に
利
用

す
る
他
、
海
洋
深
層
水
プ
ー
ル
「
シ
レ
ス

ト
む
ろ
と
」
に
て
温
深
層
水
で
の
水
中
体

操
教
室
の
開
催
等
、
幅
広
く
海
か
ら
の
恵

み
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
に
は
特
異
な
海
岸
段
丘
を
形

成
し
た
地
形
を
「
室
戸
ジ
オ
パ
ー
ク
」
と

し
て
、
世
界
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

「
む
ろ
と
廃
校
水
族
館
」
が
全
国
的
に
脚

光
を
浴
び
る
な
ど
、
新
た
な
観
光
地
が
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
終
息
し
た
折
に
は
、
ぜ
ひ
本

市
の
観
光
地
へ
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

室
戸
市
の
子
育
て
支
援
の

取
り
組
み

　

本
市
は
、
年
間
出
生
数
は
近
年
50
名
程

度
を
推
移
し
て
い
ま
し
た
。
令
和
元
年
度

は
37
名
と
な
り
、
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
ま
す
が
、
個
々
の
妊
産
婦
の
産
前
産

後
ケ
ア
の
充
実
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

地元の定置網にかかったウミガメや⿂が泳ぐ
「むろと廃校⽔族館」

⼟佐備⻑炭の 80％以上を⽣産

イルカと触れ合える「室⼾ドルフィンセンター」

室⼾海洋深層⽔を利⽤した健康増進施設「シレストむろと」

天然の栄養分が豊富な「深層⽔なす」

　

室
戸
市
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
「
む
ろ
と
っ
こ
」
の
取
り
組
み
や
、

室
戸
市
の
子
育
て
情
報
に
つ
い
て
、
広
く

周
知
を
図
る
た
め
、
地
域
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
と
共
同
で
「
む
ろ
と
げ
ん
き
っ
こ

通
信
」
を
毎
月
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
妊
産
婦
の
全
戸
訪
問
と
併
せ
て
、

新
し
い
命
の
誕
生
を
お
祝
い
し
、
妊
娠
、

出
産
、
子
育
て
を
す
る
家
庭
を
応
援
す
る

た
め
、育
児
グ
ッ
ズ
を
詰
め
合
わ
せ
た
「
ス

タ
ー
タ
ー
キ
ッ
ト
」
を
配
付
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
身
は
、
絵
本
や
肌
着
、
ロ
ン
パ
ー

ス
、
お
む
つ
、
お
尻
ふ
き
等
の
必
需
品
の

他
、
お
住
い
の
地
区
の
げ
ん
き
ク
ラ
ブ
の

方
か
ら
手
作
り
ス
タ
イ
と
干
支
の
ア
ク
リ

ル
た
わ
し
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
作
る

側
の
高
齢
者
の
方
に
と
っ
て
も
や
り
が
い

に
な
り
、
受
け
取
る
妊
婦
さ
ん
か
ら
も
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

す
中
で
、
室
戸
市
に
は
小
児
科
や
救
急
病

院
が
な
く
、
急
病
や
夜
間
の
対
応
に
不
安

を
抱
え
て
い
る
方
が
多
い
こ
と
が
課
題
で

し
た
。
そ
こ
で
、
24
時
間
電
話
健
康
サ
ー

ビ
ス
「
む
ろ
と
健
康
ダ
イ
ヤ
ル
24
」
を
設

け
、
看
護
師
等
の
専
門
職
員
が
、
子
育
て

世
代
も
含
め
て
、
市
民
全
般
の
健
康
・
医

療
・
介
護
・
育
児
等
の
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
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若
い
世
代
に
も
健
康
に
関
心
を

　

室
戸
市
の
標
準
化
死
亡
比
を
み
る
と
、

特
に
糖
尿
病
が
県
平
均
と
比
べ
て
高
い
水

準
で
す
。
ま
た
、
腎
臓
病
、
脳
血
管
疾
患
、

心
疾
患
と
い
っ
た
生
活
習
慣
に
起
因
す
る

も
の
が
高
水
準
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
背
景

と
し
て
、
特
定
健
診
の
結
果
、
40
～
50
歳

代
か
ら
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
該

当
者
・
予
備
軍
の
割
合
が
高
い
こ
と
か
ら
、

若
い
世
代
か
ら
の
生
活
習
慣
病
の
重
症
化

予
防
が
課
題
で
す
。

　

平
成
30
年
度
に
は
、「
室
戸
市
健
康
増

進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
が
、
若
い
世

代
に
も
健
康
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う

と
、
栄
養
・
運
動
・
喫
煙
・
飲
酒
・
歯
・

健
（
検
）
診
・
こ
こ
ろ
の
健
康
の
分
野
ご

と
に
戦
隊
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
成
し
ま
し

た
。
健
診
に
関
す
る
チ
ラ
シ
へ
の
掲
載
や
、

ロ
ゴ
入
り
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
作
成
す
る
な
ど

し
て
、
市
民
に
広
く
親
し
め
る
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

医
師
に
よ
る
健
康
相
談
で

疾
病
リ
ス
ク
を
意
識
付
け

　

特
定
保
健
指
導
が
始
ま
っ
た
当
初
、
血

圧
・
耐
糖
能
・
脂
質
等
の
数
値
を
単
独
で

判
断
し
、
年
齢
や
過
去
歴
問
わ
ず
、
高
め

の
人
に
は
同
一
の
保
健
指
導
を
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
成
果
は
上
が

ら
ず
、
保
健
指
導
の
ス
キ
ル
に
悩
ん
で
い

ま
し
た
。

　

そ
の
時
、
幸
い
に
も
高
知
県
総
合
保
健

協
会
の
医
師
の
指
導
を
受
け
る
機
会
を
設

け
る
こ
と
が
で
き
、
検
査
数
値
の
見
方
や

ハ
イ
リ
ス
ク
者
の
見
分
け
方
、
生
活
習
慣

改
善
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
学
び
、
保
健
指

導
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
血
圧
や
耐
糖
能
、

Ｌ
Ｄ
Ｌ
が
単
独
で
高
値
の
場
合
、
素
因
や

加
齢
の
影
響
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
こ
れ

ま
で
は
厳
し
く
指
導
を
し
て
き
た
の
と
は

逆
に
、
指
導
の
対
象
か
ら
は
除
外
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
腹
囲
で
は
な
く
肝
機
能
異
常

に
着
目
し
、
プ
ラ
ス
耐
糖
能
、
脂
質
等
の

異
常
が
複
数
重
な
っ
た
者
を
本
来
の
指
導

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る
ハ
イ
リ
ス
ク
者
と

し
て
選
定
し
、
か
つ
30
～
50
歳
代
の
若
い

世
代
を
中
心
に
、
医
師
に
よ
る
健
康
相
談

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
相
談
会
に
あ
た
り
、

事
前
準
備
で
は
、
運
動
・
飲
酒
・
間
食
等

の
生
活
習
慣
と
、
検
査
数
値
の
経
年
変
化

を
見
る
た
め
に
、
個
別
の
経
年
表
を
作
成
。

医
師
の
指
導
の
下
、
素
因
な
の
か
、
生
活

習
慣
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
も
し
く
は
両

方
に
よ
る
悪
化
な
の
か
を
分
析
し
、
動
脈

硬
化
に
よ
る
将
来
の
脳
血
管
疾
患
や
心
疾

患
な
ど
の
疾
病
リ
ス
ク
を
予
測
。
相
談
会

⼦育て世代包括⽀援センターむろとっこ 「シレストむろと」での健康運動指導士による⽔中体操教室

室⼾の⾚ちゃんスターターキット ⼦育て世代包括⽀援センターむろとっこ

ORANKU NO HOKENJIGYO

⼦育て情報誌むろとげんきっこ通信

タニタヘルスリンク（株）に委託し、
ウォーキングの習慣づくり

医師による健康相談会

室⼾市健康増進計画と同時に
作成した戦隊キャラクター

当
日
は
、
医
師
か
ら
ご
本
人
へ
、
将
来
の

疾
病
リ
ス
ク
と
生
活
習
慣
の
改
善
、
ま
た

は
医
療
機
関
へ
の
受
診
の
必
要
性
を
説
明

し
ま
す
。
併
せ
て
、
ま
ず
は
２
～
３
kg
の

体
重
減
少
や
休
肝
日
を
設
け
る
な
ど
、
無

理
な
く
達
成
可
能
な
目
標
を
提
示
し
ま

す
。

　

参
加
者
に
と
っ
て
は
、
医
師
か
ら
直
接

説
明
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
命
へ

の
危
機
感
を
も
ち
、
受
診
や
生
活
習
慣
の

改
善
の
た
め
の
行
動
変
容
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
保
健
師
の
マ
ン

パ
ワ
ー
不
足
の
た
め
、
特
定
保
健
指
導
は

業
者
委
託
に
な
り
ま
し
た
が
、
ハ
イ
リ
ス

ク
者
に
は
、
今
後
も
医
師
に
よ
る
健
康
相

談
会
を
通
じ
て
、
生
活
習
慣
病
予
防
に
努

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

室
戸
市
世
界
一
健
康
づ
く
り
が

楽
し
め
る
ま
ち
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

多
世
代
に
わ
た
る
市
民
（
特
に
健
康
づ

く
り
に
無
関
心
層
、
働
き
盛
り
世
代
層
）

の
、
健
康
意
識
の
向
上
と
運
動
習
慣
の
促

進
等
を
通
じ
、
医
療
費
の
抑
制
を
図
る
た

め
、
タ
ニ
タ
ヘ
ル
ス
リ
ン
ク
（
株
）
へ
委

託
し
、
新
規
事
業
を
９
月
か
ら
実
施
予
定

で
す
。　

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
、
ま
た
は

活
動
量
計
を
使
用
し
て
歩
数
な
ど
の
デ
ー

タ
を
測
定
し
、専
用
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
か

ら
だ
カ
ル
テ
」
で
経
年
管
理
し
ま
す
。
ま

た
、
タ
ニ
タ
社
員
食
堂
レ
シ
ピ
や
カ
ロ

リ
ー
の
自
動
計
算
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン

テ
ン
ツ
を
掲
載
し
て
お
り
、
健
康
に
関
す

る
知
識
の
習
得
が
可
能
で
す
。

　

さ
ら
に
、
歩
数
や
健
診
受
診
等
の
健
康

に
関
す
る
行
動
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
を
付

与
し
、
景
品
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
成
果

を
実
感
で
き
る
仕
組
み
を
設
計
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
楽
し
み
な
が
ら
自
然
に
健

康
を
意
識
し
た
行
動
の
習
慣
化
を
図
り
ま

す
。妊

娠
期
か
ら
成
人
期
ま
で

一
貫
し
た
保
健
活
動
を

　

室
戸
市
で
は
、
若
い
世
代
の
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
該
当
者
が
多
い
で

す
が
、
小
中
学
生
の
段
階
で
も
肥
満
傾
向

児
や
む
し
歯
有
病
率
が
県
平
均
に
比
べ
て

高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
妊
産

婦
や
離
乳
食
期
か
ら
の
食
生
活
や
育
児
支

援
を
よ
り
一
層
、
充
実
さ
せ
て
い
き
、「
若

い
世
代
か
ら
健
康
づ
く
り
が
楽
し
め
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、
保
健
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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元
気
散
策
！

こ
の
ま
ち
か
ら
の
笑
顔
だ
よ
り

本
山
町

中
部
を
吉
野
川
が
流
れ
、

北
部
に
は
白
髪
山
が
そ
び
え
、

清
流
汗
見
川
が
流
れ
る

自
然
豊
か
な
ま
ち
。

帰
全
山
公
園
で
は
、

春
は
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
咲
き
誇
り
、

秋
に
は
黄
金
色
に
輝
く
棚
田
や

山
々
の
紅
葉
が
美
し
い
。

作
家
、
大
原
富
枝
氏
生
誕
の
地
で
、

水
と
緑
、
花
と
文
化
の
ま
ち

本
山
町
で
あ
た
た
か
い
笑
顔
に

出
会
い
ま
し
た
。

温
か
い
仲
間
と
の

温
か
い
仲
間
と
の

レ
ッ
ス
ン
で

レ
ッ
ス
ン
で

心
身
の
健
康
づ
く
り

心
身
の
健
康
づ
く
り

「
本
山
町
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
」

「
本
山
町
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
」

本
山
町
で
レ
ッ
ス
ン
に
励
む
、本
山
町
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
の
皆
さ
ん

本山町文化協会では、
町民祭や産業文化祭
で発表の機会がある

お揃いの衣装で
練習に汗を流す

現
代
フ
ラ

「
フ
ラ
ダ
ン
ス
」

　
「
フ
ラ
」
と
は
、
ハ
ワ
イ
の
伝

統
的
な
総
合
芸
術
で
あ
り
、
踊

り
だ
け
で
な
く
、
歌
や
音
楽
等

も
含
ま
れ
る
。
「
フ
ラ
」
に
は
、

「
踊
る
」
と
い
う
意
味
も
含
む

た
め
、
専
門
家
の
間
で
は
「
フ

ラ
」
と
呼
ぶ
が
、
一
般
的
に
は

「
フ
ラ
ダ
ン
ス
」
と
紹
介
さ
れ
て

い
る
。

　

さ
ら
に
、
フ
ラ
は
「
カ
ヒ
コ
」

と
「
ア
ウ
ア
ナ
」
の
大
き
く
２
つ

の
ジ
ャ
ン
ル
に
分
け
ら
れ
る
。
「
カ

ヒ
コ
」
は
神
や
自
然
へ
の
信
仰
を

起
源
と
し
、
石
の
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト

や
竹
の
棒
で
リ
ズ
ム
を
取
る
シ
ン

プ
ル
で
力
強
い
踊
り
で
、
古
典

的
な
フ
ラ
を
指
す
。
一
方
、「
ア

ウ
ア
ナ
」
は
19
世
紀
以
降
、
ウ

ク
レ
レ
や
ギ
タ
ー
、
ピ
ア
ノ
演
奏
の

ハ
ワ
イ
ア
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
な
ど
を

取
り
入
れ
て
生
ま
れ
た
新
し
い
フ

ラ
で
、
多
く
の
日
本
人
が
イ
メ
ー

ジ
す
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
で
あ
る
。

本
山
町
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

　

今
回
は
本
山
町
文
化
協
会

の
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
で
活
動
す
る

嶺
北
地
域
の
皆
さ
ん
を
訪
ね
た
。

　

現
在
の
参
加
人
数
は
11
人
で
、

本
山
町
内
外
か
ら
、
経
験
者
・

未
経
験
者
を
問
わ
ず
参
加
し
て

い
る
。
活
動
は
月
２
回
、
金
曜

日
に
午
前
10
時
30
分
か
ら
１
時

間
。
本
山
町
プ
ラ
チ
ナ
セ
ン
タ
ー

で
、
高
知
市
か
ら
宮
崎
洋
子
先

生
（
フ
ラ
サ
ー
ク
ル
ア
ロ
ア
ロ
）
を

講
師
に
招
き
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
練

習
に
取
り
組
む
。

　

取
材
当
日
は
、
今
回
参
加
の

10
人
の
皆
さ
ん
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。

フ
ラ
ダ
ン
ス
に

挑
戦
し
た
い
！

　

現
在
の
本
山
町
フ
ラ
ダ
ン
ス

教
室
の
発
足
の
き
っ
か
け
は
、
平

成
29
年
10
月
に
い
き
い
き
百
歳

体
操
の
大
交
流
会
で
、
宮
崎
先

生
の
チ
ー
ム
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
見

た
こ
と
。
ど
の
ダ
ン
ス
も
見
る
の

は
大
好
き
だ
が
、
踊
る
こ
と
に

は
苦
手
意
識
が
あ
っ
た
。
で
も
、

今
回
は
、「
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
や
っ
て

み
た
い
。
地
区
の
ミ
ニ
デ
イ
の
み

ん
な
で
楽
し
く
踊
れ
そ
う
」
と
、

一
念
発
起
。
関
係
機
関
の
方
の

提
案
や
協
力
で
、
地
域
住
民
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
充
実
を
図
る
、
嶺
北
エ
リ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
の
実
施
を
経
て
、

今
年
４
月
か
ら
は
、
本
山
町
文

化
協
会
に
加
入
し
、
活
動
し
て

い
る
。

　

皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
、
本
山
町

の
広
報
誌
の
呼
び
か
け
や
友
人

の
お
誘
い
な
ど
で
、
今
の
仲
間

が
集
ま
っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
に
自
信

が
な
か
っ
た
り
、
あ
ま
り
激
し

い
運
動
が
で
き
な
い
メ
ン
バ
ー
も
、

宮
崎
先
生
の
「
練
習
会
場
ま
で

歩
い
て
来
ら
れ
た
ら
、
踊
れ
る
の

で
大
丈
夫
で
す
」
と
い
う
言
葉

に
、
励
ま
さ
れ
、
や
っ
て
み
よ
う

と
参
加
を
決
め
た
。

歌
謡
フ
ラ
で
仲
間
と
の

交
流
が
楽
し
い

　

フ
ラ
ダ
ン
ス
は
、
歌
詞
に
合
わ

せ
た
振
り
付
け
で
踊
る
の
が
特

徴
。
取
材
当
日
は
、
橋
幸
夫

と
吉
永
小
百
合
の
デ
ュ
エ
ッ
ト
曲

「
い
つ
で
も
夢
を
」
を
練
習
中

で
、
な
じ
み
の
歌
を
口
ず
さ
み
な

が
ら
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気
の
中
、
レ
ッ

ス
ン
に
取
り
組
む
。

　

自
身
の
肩
の

上
が
る
と
こ
ろ
ま

で
、
手
を
上
げ
る

な
ど
、
一
人
一
人

の
体
調
に
合
わ
せ

て
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
、
熱
心
に

取
り
組
む
表
情

は
真
剣
そ
の
も
の
。

音
楽
に
振
り
付
け

が
ぴ
っ
た
り
合
う

と
、
に
っ
こ
り
笑

顔
が
こ
ぼ
れ
た
。

　

レ
ッ
ス
ン
で
は
、
歌
詞
と
振
り

付
け
を
覚
え
る
た
め
、
足
腰
が

鍛
え
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
脳

ト
レ
に
も
な
っ
て
い
る
。
「
な
か
な

か
新
し
い
振
り
付
け
が
覚
え
ら
れ

な
い
こ
と
も
あ
る
が
、
仲
間
と

笑
顔
で
一
緒
に
レ
ッ
ス
ン
で
き
、
心

身
の
健
康
維
持
に
な
っ
て
い
る
」

「
音
楽
に
乗
り
、
夢
中
で
踊
っ

て
い
る
自
分
の
発
見
が
楽
し
い
」

と
、
語
っ
て
く
れ
た
。
年
齢
層

に
大
き
な
開
き
が
な
く
、
同
世

代
の
仲
間
と
フ
ラ
ダ
ン
ス
へ
の
思
い

や
話
題
を
共
有
で
き
て
、
楽
し

い
会
話
が
弾
む
の
も
魅
力
の
一つ
。
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スローガン

会
員
の
力
を
結
集
し

楽
し
く
進
め
よ
う「
地
域
の
健
康
づ
く
り
」

高
知
県
在
宅
保
健
活
動
者

な
で
し
こ
の
会

電
話
に
よ
る
受
診
勧
奨
を
実
施

健
康
づ
く
り
支
援
事
業

―
特
定
健
診
受
診
勧
奨
―

　

室
戸
市
（
８
月
21
日
）、
佐
川
町

（
10
月
２
日
）
に
お
い
て
、
特
定
健
診

未
受
診
対
象
者
へ
の
電
話
に
よ
る
受
診

勧
奨
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

市
町
村
の
担
当
者
か
ら
は
「
対
象
者

が
快
く
話
を
聞
い
て
く
れ
て
よ
か
っ

た
」、
会
員
か
ら
は
「
健
診
日
の
都
合

が
悪
い
方
で
も
、
主
治
医
の
個
別
健
診

を
勧
め
る
と
納
得
し
て
い
た
」「
若
い

世
代
の
人
も
快
く
受
診
を
承
諾
し
て
く

れ
た
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
事
業
実
施
の
延
期
・
中
止

が
み
ら
れ
る
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

感
染
対
策
に
十
分
、
留
意
し
な
が
ら
、

今
後
も
受
診
率
・
利
用
率
向
上
の
一
端

を
担
え
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ロ
コ
モ
予
防
や
認
知
症
へ
の

理
解
に
つ
い
て
啓
発

健
康
づ
く
り
支
援
事
業
―
健
康
劇
・
健
康
講
座
―

　

こ
の
事
業
は
、
生
活
習
慣
病
予
防
と

高
齢
者
の
生
活
機
能
低
下
予
防
の
視
点

か
ら
、
国
保
被
保
険
者
等
地
域
住
民
が

生
き
が
い
を
持
っ
て
過
ご
し
、
心
身
の

活
性
化
を
図
る
こ
と
で
、
健
康
長
寿
の

延
伸
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
健
康

劇
や
健
康
講
座
を
行
う
も
の
で
す
。

　

香
南
市
（
９
月
18
日
）、
大
川
村

（
10
月
９
日
）
に
お
い
て
、
健
康
講
座

「
認
知
症
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
市
町

村
か
ら
は
「
高
齢
化
と
比
例
し
て
認
知

症
の
方
も
増
加
し
て
い
く
中
で
、
認
知

症
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
や
理
解
を

持
つ
こ
と
は
と
て
も
重
要
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
身
近
な
問
題
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
参
加
者
は
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し

た
。
特
に
実
際
に
行
っ
た
認
知
症
テ
ス

ト
は
と
て
も
関
心
を
持
っ
て
聞
い
て
い

ま
し
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、

認
知
症
を
引
き
起
こ
す
疾
病
や
症
状
、

診
断
と
治
療
等
、
認
知
症
の
正
し
い
理

解
を
図
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
川
村
で
は
、
健
康
講
座
の

後
で
、
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
予
防
を
題
材
に
し
た
健
康
劇
「
ロ
コ

モ
、
あ
な
た
は
大
丈
夫
？
」
を
実
施
し

ま
し
た
。
ロ
コ
モ
予
防
は
、
日
常
的
に

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
行
っ
て
健

康
な
状
態
を
保
つ
こ
と
を
目
指
す
も
の

で
す
。
高
齢
化
が
進
む
中
、運
動
器（
体

を
動
か
す
筋
肉
や
関
節
等
）
を
よ
い
状

態
に
保
つ
こ
と
が
介
護
予
防
と
な
り
、

健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
に
つ
な
が
っ

て
い
く
こ
と
を
参
加
者
と
共
有
し
ま
し

た
。

※
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は
、
運

動
器
の
障
害
の
た
め
に
移
動
機
能
の
低
下
を

き
た
し
た
状
態
の
こ
と

本
山
町
の
魅
力
、

好
き
な
と
こ
ろ

　

ア
ユ
や
ア
マ
ゴ
の
住
む
清
流
汗

見
川
を
は
じ
め
、
自
然
豊
か
で

住
み
や
す
く
、
人
情
の
温
か
い

地
域
。
汗
見
川
清
流
マ
ラ
ソ
ン

大
会
は
30
年
以
上
の
歴
史
を
持

つ
。
吉
延
の
棚
田
に
は
展
望
台

も
あ
り
、「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」
が

楽
し
め
る
。
ま
た
、「
お
米
日

本
一コ
ン
テ
ス
ト
」
で
２
度
の
日

本
一
に
輝
い
た
、
棚
田
で
作
る
米

「
土
佐
天
空
の
郷
」
が
有
名
で
、

「
モ
ン
ベ
ル 

ア
ウ
ト
ド
ア
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
本
山
」
が
整
備
さ
れ
る
な
ど
、

ア
ウ
ト
ド
ア
の
里
と
し
て
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
る
。

嶺
北
の
仲
間
で
発
表
の
場
に

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
、
い
つ
も
通

り
の
練
習
と
は
い
か
な
い
が
、
熱

中
症
に
留
意
し
つ
つ
、
マ
ス
ク
着

用
、
間
隔
を
取
り
、
換
気
を
十

分
に
行
う
な
ど
、
感
染
予
防
の

対
策
を
取
り
な
が
ら
活
動
し
て

い
る
。

　

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
展
望

を
伺
う
と
、「
土
佐
町
の
方
と

知
り
あ
い
に
な
れ
て
う
れ
し
い
。

こ
れ
か
ら
も
町
を
超
え
て
、
嶺

北
地
域
の
人
た
ち
と
交
流
で
き

る
機
会
が
増
え
た
ら
い
い
」
と
、

地
域
交
流
へ
の
思
い
を
語
っ
て
く

れ
た
。

　

ま
た
、
現
在
の
メ
ン
バ
ー
で
の

発
表
は
未
経
験
の
た
め
、「
レ
ッ

ス
ン
に
励
ん
で
、
今
の
フ
ラ
ダ
ン
ス

チ
ー
ム
全
員
で
本
山
町
産
業
文

化
祭
に
出
た
い
」
「
み
ん
な
で
練

習
し
た
成
果
を
、
福
祉
施
設
や

敬
老
会
等
で
披
露
し
、
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。
さ
ら
に
、
大

勢
の
観
客
の
い
る
大
舞
台
の
発

表
会
で
踊
る
の
が
夢
で
す
」
と
、

力
を
込
め
た
。

　

人
情
と
自
然
豊
か
な
本
山
町

で
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
の
皆
さ
ん

の
活
動
の
広
が
り
に
期
待
し
た

い
。

大勢の観客のいる大勢の観客のいる
大舞台の発表会で大舞台の発表会で
踊るのが夢踊るのが夢

「早い曲こそ、気持ちをゆったりと」と、明るく指導する宮崎先生

訪ねた元気人
本山町フラダンス教室

「歌謡フラ」の魅力は、なじみの曲で
楽しく踊れること

本山町の町歌にも宮崎先生が振り付け
をしてくれた。披露に向け、レッスンに
励む

とても元気！皆さん、はつらつとされているのが印象的
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コ
ロ
ナ
禍
で
気
付
い
た

オ
ン
ラ
イ
ン
の
可
能
性
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保険組合連合会編, 2017（総監修）『社員の健康が経営に効く』労働調査会, 2014『図解 ここがポイント！ データヘルス』東京法規出版, 2014
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ル
で
質
問
や
コ
メ
ン
ト
が
来
る
件

数
は
増
え
て
い
て
、
必
ず
し
も
学

生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

疎
遠
に
な
っ
た
訳
で
は
な
い
。

　

４
月
か
ら
は
国
の
委
員
会
に
も

オ
ン
ラ
イ
ン
が
導
入
さ
れ
た
。
５

年
前
か
ら
私
が
専
門
委
員
を
務
め

て
い
る
経
済
財
政
諮
問
会
議
・
専

門
委
員
会
は
、
10
数
名
の
委
員
の

ほ
か
に
、
内
閣
府
の
大
臣
、
政
務

官
を
は
じ
め
、
関
係
省
庁
の
随
行

者
を
含
め
る
と
出
席
者
は
最
大

１
０
０
人
近
く
に
の
ぼ
る
。
大
き

な
会
議
室
で
は
発
言
者
の
顔
が
見

え
な
い
こ
と
も
あ
る
が
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
は
省
庁
か
ら
の
説
明
や
各

委
員
の
発
言
が
よ
く
聞
き
取
れ
、

相
槌
や
苦
笑
と
い
っ
た
表
情
ま
で

は
っ
き
り
と
読
み
取
れ
る
。
何
よ

り
、
出
席
率
が
格
段
に
上
が
っ
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
や
り
取
り
が
進
ま
な
い
場
面
も

少
な
く
な
い
。
２
０
２
０
年
度

は
「
第
２
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」

の
中
間
評
価
・
見
直
し
の
タ
イ
ミ

ン
グ
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
自
治

体
や
保
険
者
の
皆
さ
ん
と
の
会
議

や
研
修
が
増
え
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
、
外
部
と
通
信
で
き
る
ネ
ッ

ト
環
境
が
未
整
備
で
あ
っ
た
り
、

ネ
ッ
ト
の
利
用
が
管
理
職
等
に
限

ら
れ
て
い
る
自
治
体
も
少
な
く
な

く
、
大
学
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
貸
し
出
し
て
会
議
を
す
る
こ
と

も
あ
る
。

　

ま
た
、
職
員
個
人
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
の
参
加
だ
と
画
面
が
小

さ
く
、
他
の
参
加
者
の
様
子
が

は
っ
き
り
と
は
見
え
な
か
っ
た

り
、
資
料
の
共
有
が
で
き
な
い
な

ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
良
さ
が

生
か
せ
な
い
場
合
も
あ
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

予
防
・
健
康
管
理

　

そ
れ
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
に
伴
う
オ
ン
ラ
イ
ン
の
普

及
は
、
働
き
方
や
学
校
教
育
の
形

を
変
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
予
防
・

健
康
管
理
の
世
界
を
も
変
え
る
起

点
に
な
る
と
感
じ
て
い
る
。
治
療

の
分
野
で
は
、
感
染
症
予
防
の
観

点
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
が
時

限
的
に
拡
大
さ
れ
た
。
予
防
に
関

し
て
も
、
こ
れ
ま
で
は
年
に
一
度

の
健
診
が
唯
一
、
自
身
の
健
康
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
機
会
だ
っ
た
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
健
康
相
談
や

保
健
指
導
な
ど
を
使
え
ば
、
そ
の

時
々
の
生
活
環
境
や
働
き
方
に
応

じ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
え
、
自

身
の
取
り
組
み
も
継
続
し
や
す
い
。

　

対
面
の
良
さ
は
言
う
ま
で
も
な

い
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
普
及
に

よ
っ
て
医
療
専
門
職
が
住
民
に
ア

プ
ロ
ー
チ
す
る
動
線
が
増
え
る
こ

と
で
、
専
門
的
な
知
見
や
人
的
資

源
が
国
民
の
健
康
増
進
に
一
層
生

か
せ
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
最
近
、

通
学
前
に
自
宅
で
検
温
し
、
そ
の

数
値
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
中
学
校
に

報
告
し
て
い
る
息
子
の
様
子
を
見

な
が
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
健

康
管
理
が
日
常
に
な
る
社
会
が
到

来
す
る
こ
と
を
感
じ
て
い
る
。

記
事
提
供　

社
会
保
険
出
版
社

古　

井　

祐　

司

 
Y

u
j

i
 

F
u

r
u

i

東
京
大
学 

未
来
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー　

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
研
究
ユ
ニ
ッ
ト 

特
任
教
授

コ
ロ
ナ
禍
で
こ
れ
ま
で

聞
い
た
こ
と
も
な
か
っ
た

〝
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
〟を
使
う
日
々
に

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
巡
る

外
出
自
粛
に
よ
り
、
日
本
で
も
一

気
に
普
及
し
た
の
が
、
簡
単
に
テ

レ
ビ
会
議
が
で
き
る
〝
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
〟

だ
。
正
直
な
と
こ
ろ
、
１
年
前

に
は
名
前
す
ら
聞
い
た
こ
と
も
な

か
っ
た
が
、
私
に
と
っ
て
も
仕
事

で
使
わ
な
い
日
は
な
い
必
需
品
に

な
っ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
会

議
や
授
業
で
の
こ
の
３
カ
月
の
試

行
錯
誤
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
予

防
・
健
康
管
理
で
の
今
後
の
可
能

性
に
思
い
を
馳
せ
た
。

違
和
感
か
ら
の
出
発

　

東
京
大
学
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
の
仕
組
み
と
し
て
〝
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
〟

を
導
入
し
て
お
り
、
授
業
も
す
べ

て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
っ
て
い
る
。

私
は
４
月
に
初
め
て
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
を
し
た
際
に
は
、
大
き
な
違

和
感
を
覚
え
た
。
そ
も
そ
も
学
生

の
顔
が
見
え
な
い
の
だ
。
通
信
容

量
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
等
の
観

点
か
ら
、
始
め
に
出
席
を
確
認
し

た
後
は
、
学
生
の
〝
顔
出
し
〟
は

必
須
と
し
な
い
大
学
が
多
い
よ
う

で
、
そ
の
た
め
彼
ら
の
反
応
が
わ

か
ら
な
い
。
医
学
系
の
場
合
、
大

学
院
の
授
業
は
10
数
名
程
度
な
の

で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
１
人
ず
つ

発
言
す
る
機
会
を
持
て
た
り
、
そ

も
そ
も
顔
見
知
り
だ
っ
た
り
す
る

の
だ
が
、
学
部
の
授
業
は
そ
う

は
い
か
な
い
。
そ
れ
で
も
、
授

業
中
に
課
題
を
投
げ
か
け
る
と
、

チ
ャ
ッ
ト
機
能
を
使
っ
て
意
見
や

提
案
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
返
っ
て

く
る
。
ま
た
、
授
業
の
前
後
に
関

連
資
料
や
動
画
を
見
て
も
ら
う
こ

と
で
、
内
容
の
理
解
を
促
す
こ
と

も
可
能
だ
。
オ
ン
ラ
イ
ン
を
使
う

よ
う
に
な
っ
て
、
授
業
後
に
メ
ー

随

想
こくほ
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Coffee
Break

Coffee
Break

　

四
国
の
真
ん
中
に
位
置
し
、
西

日
本
最
大
規
模
の
広
大
な
早
明
浦

ダ
ム
（
さ
め
う
ら
湖
）
を
有
す
る

土
佐
町
。
そ
の
美
し
い
湖
と
周
辺

に
広
が
る
雄
大
な
自
然
環
境
を
活

用
し
た
自
然
体
験
型
観
光
拠
点
施

設
「
湖
の
駅
さ
め
う
ら
レ
イ
ク
タ

ウ
ン
」
が
こ
の
夏
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
！

　

湖
の
駅
と
は
、
さ
め
う
ら
湖
を

中
心
と
し
た
自
然
体
験
型
観
光
の

拠
点
と
し
て
、
レ
ス
ト
ラ
ン
が
併

設
さ
れ
た
ホ
テ
ル
「
さ
め
う
ら
荘

レ
イ
ク
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
」
と
湖
面

を
中
心
と
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

が
楽
し
め
る
施
設
に
カ
フ
ェ
を
併

設
し
た
「
さ
め
う
ら
カ
ヌ
ー
テ
ラ

ス
」
の
総
称
で
す
。
周
り
を
雄
大

な
山
々
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
湖
で

は
、カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
カ
ヌ
ー
や
サ
ッ

プ
を
気
軽
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
地
元

の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
料

理
や
、
土
佐
町
が
誇
る
土
佐
あ
か

う
し
の
ス
テ
ー
キ
、
早
明
浦
ダ
ム

を
模
し
た
「
さ
め
う
ら
ダ
ム
カ

レ
ー
」
な
ど
、
湖
面
を
望
み
な
が

ら
食
事
が
で
き
ま
す
。

　

オ
ス
ス
メ
は
小
さ
な
子
ど
も
や

初
心
者
で
も
安
心
し
て
体
験
で
き

る
さ
め
う
ら
湖
で
の
カ
ナ
デ
ィ
ア

ン
カ
ヌ
ー
。
周
囲
を
山
々
で
囲
ま

れ
た
さ
め
う
ら
湖
は
、
風
の
影
響

を
受
け
に
く
い
た
め
、
水
面
が
穏

や
か
で
、
小
さ
な
子
ど
も
や
初
心

者
で
も
体
験
し
や
す
い
環
境
で
、

ご
家
族
で
安
心
し
て
遊
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
水
中
が
見
え
る
ほ
ど

キ
レ
イ
な
湖
で
魚
を
探
し
た
り
、

小
鳥
の
さ
え
ず
り
や
風
の
と
お
る

音
に
耳
を
澄
ま
す
な
ど
、
心
癒
さ

れ
る
美
し
い
緑
の
中
、
森
林
浴
を

し
な
が
ら
の
水
上
散
歩
は
心
も
体

も
癒
さ
れ
ま
す
。

　

施
設
内
に
は
カ
フ
ェ
を
併
設
し

て
お
り
、
地
域
の
素
材
を
活
か
し

た
ス
イ
ー
ツ
や
こ
だ
わ
り
の
「
湖

の
駅
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
レ
ン
ド
コ
ー

ヒ
ー
」
が
楽
し
め
ま
す
。
テ
ラ
ス

で
香
り
豊
か
な
コ
ー
ヒ
ー
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

　

隣
接
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、

地
産
の
素
材
を
生
か
し
た
食
な
ど
、

土
佐
町
の
豊
か
な
自
然
が
育
ん
だ

食
材
や
郷
土
料
理
が
堪
能
で
き
ま

す
。
中
で
も
幻
の
和
牛
と
い
わ
れ

る
土
佐
あ
か
う
し
は
、
赤
身
の
う

ま
さ
を
追
求
し
、
お
い
し
さ
と
ヘ

ル
シ
ー
さ
を
兼
ね
備
え
て
い
ま
す
。

や
わ
ら
か
な
赤
身
か
ら
は
、
濃
厚

な
う
ま
み
が
ひ
と
噛
み
ご
と
に
あ

ふ
れ
出
て
き
ま
す
。
赤
身
肉
の
人

気
に
乗
り
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
星
付
き

の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
提
供
さ
れ
る
な

ど
、
人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
食
材

で
す
。
幻
の
和
牛
、
土
佐
あ
か
う

し
の
ス
テ
ー
キ
を
ぜ
ひ
堪
能
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　

雄
大
で
美
し
い
湖
、
そ
こ
か
ら

広
が
る
風
景
。
五
感
を
開
放
し
野

鳥
の
声
に
耳
を
傾
け
、
草
花
の
香

り
を
楽
し
み
、
水
の
流
れ
を
感
じ
、

自
然
と
一
体
化
す
る
。
家
族
や
仲

間
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら
、
安

心
し
て
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
楽
し

め
る
場
所
。

　

豊
か
な
自
然
に
育
ま
れ
た
新
鮮

な
食
材
に
舌
鼓
を
打
つ
。
健
康
を

維
持
し
、
病
気
を
予
防
す
る
上
で

の
基
本
は
、
適
度
な
運
動
・
適
切

な
休
養
・
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

の
調
和
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

健
康
の
３
要
素
で
あ
る
運
動
・

癒
し
・
栄
養
を
兼
ね
備
え
た
「
湖

の
駅
」。

　

土
佐
町
の
持
つ
、
あ
る
が
ま
ま

の
自
然
を
心
ゆ
く
ま
で
体
感
し
に
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

『
土
佐
町
、さ
め
う
ら「
湖
の
駅
」へ
行
こ
う
！
』

土
佐
町
役
場
　
企
画
推
進
課

課
長  

山
下
　
法
政

　

大
好
き
な
私
の
家
族
に
つ
い

て
、
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
ー
ク
の
茶
菓

子
が
わ
り
に
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

同
い
年
の
妻
、
４
歳
の
長
男
、

１
歳
の
長
女
の
４
人
家
族
。
今
は

ア
パ
ー
ト
暮
ら
し
で
す
が
、
郊
外

の
農
業
集
落
の
土
地
を
購
入
し
、

マ
イ
ホ
ー
ム
を
新
築
ナ
ウ
。
無
垢

材
、
漆
喰
壁
、
羊
毛
断
熱
、
い
ぶ

し
瓦
屋
根
、そ
し
て
薪
ス
ト
ー
ブ
。

家
の
目
の
前
に
は
小
さ
い
リ
バ
ー

が
流
れ
、
夜
は
静
か
で
満
天
の
星

空
が
見
え
る
、
自
然
に
囲
ま
れ
た

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。

　

皆
さ
ん
が
一
番
興
味
を
お
持
ち

で
あ
ろ
う
恋
バ
ナ
、
妻
と
の
馴
れ

初
め
を
紹
介
し
ま
す
。
妻
と
は
小

学
校
の
同
級
生
で
、
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
に
な
っ
た
２
年
生
が
最
初
の
出

会
い
。
５
年
生
、
６
年
生
も
同
じ

ク
ラ
ス
だ
っ
た
も
の
の
、
当
時
は

た
だ
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
。

　

そ
の
後
、
20
歳
の
同
窓
会
で

再
開
し
た
時
、
私
が
一
方
的
に

フ
ォ
ー
リ
ン
ラ
ブ
。
し
か
し
、
妻

に
は
お
相
手
が
い
た
上
、
遠
距
離

だ
っ
た
た
め
、
片
想
い
の
シ
ビ
ア

な
日
々
が
過
ぎ
…
…
。
大
学
を
卒

業
後
、
京
都
の
会
社
に
就
職
。
そ

し
て
、
大
阪
に
住
ん
で
い
た
妻
と

再
会
し
、
つ
い
に
告
白
。
し
か

し
、
交
際
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の

の
、
結
局
１
カ
月
後
に
ブ
ロ
ー
ク

ン
…
…
。
そ
の
後
も
私
の
片
想
い

は
コ
ン
テ
ィ
ニ
ュ
ー
。
大
人
で
す

か
ら
、
会
社
の
同
期
と
お
付
き
合

い
し
て
い
た
時
期
も
あ
り
け
り
。

　

し
か
し
、
妻
へ
の
パ
ッ
シ
ョ
ン

が
消
え
る
こ
と
は
な
く
、
同
窓
会

か
ら
10
年
が
経
過
。
会
社
を
退
職

し
、
地
元
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
今
後

の
ラ
イ
フ
を
見
つ
め
直
す
中
、
妻

に
対
す
る
気
持
ち
に
も
ケ
ジ
メ
を

つ
け
た
く
、
メ
ー
ル
で
気
持
ち
を

送
信
。
連
絡
を
取
り
合
う
よ
う
に

な
っ
て
半
年
後
、
ロ
ン
グ
な
想
い

が
よ
う
や
く
結
実
し
、
真
剣
交
際

ス
タ
ー
ト
。
遠
距
離
で
し
た
が
、

と
て
も
幸
せ
な
日
々
で
し
た
。

　

１
年
と
少
し
経
過
し
た
頃
、
同

棲
ス
タ
ー
ト
を
機
に
入
籍
。
ま
さ

か
10
年
間
想
い
続
け
た
小
学
校
の

同
級
生
が
、
本
当
に
私
の
妻
に
な

る
な
ん
て
。
オ
ー
マ
イ
ゴ
ッ
ド
！

　

そ
の
後
、
宿
毛
市
役
所
に
入
庁

し
、
翌
年
に
は
長
男
が
生
誕
。
３

年
後
に
は
長
女
に
も
恵
ま
れ
ま
し

た
。
今
、
一
番
の
楽
し
み
は
、
新

築
中
の
マ
イ
ホ
ー
ム
。
で
す
が
、

や
は
り
毎
日
の
子
供
の
成
長
が
何

よ
り
の
楽
し
み
で
あ
り
、
癒
し
。

妻
と
２
人
で
子
育
て
に
つ
い
て
悩

み
な
が
ら
、
そ
こ
そ
こ
ハ
ッ
ピ
ー

な
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

ど
こ
に
で
も
あ
る
よ
う
な
、
家

族
の
風
景
（
Ｂ
ｙ
ハ
ナ
レ
グ
ミ
）。

10
年
後
、
20
年
後
も
紡
い
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

『
家
族
の
風
景
』

宿
毛
市
役
所
　
市
民
課
　
保
険
係

主
事  

小
原
　
博
之
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事
実
で
す
。
そ
の
よ
う
な
高
齢
者
の
支
援
を

目
的
に
、
町
で
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
高
齢

者
宅
の
訪
問
を
主
た
る
業
務
と
す
る
職
員
（
集

落
支
援
員
）
が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
元

年
度
か
ら
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
３
名

の
集
落
支
援
員
が
配
属
さ
れ
、
町
内
の
高
齢

者
の
訪
問
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
集
落
支

援
員
か
ら
届
く
高
齢
者
の
声
は
、
介
護
に
関

す
る
こ
と
や
経
済
的
な
問
題
等
、
さ
ま
ざ
ま

で
す
。

　
「
大
豊
町
で
暮
ら
し
た
い
」
と
い
う
住
民
の

思
い
に
添
う
た
め
に
活
動
を
行
っ
て
お
り
、

私
た
ち
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
力
強
い
存
在
で
す
。

地
域
に
笑
顔
を　

地
域
に
笑
顔
を　

――
介
護
予
防
の
取
り
組
み

介
護
予
防
の
取
り
組
み
――

　
「
子
ど
も
か
ら
、
一
人
で
は
お
ら
れ
ん
と
言

わ
れ
る
が
、
他
へ
は
行
き
と
う
な
い
。
知
っ

た
人
が
お
る
大
豊
に
お
り
た
い
」

　

一
見
、
不
自
由
に
も
思
え
る
山
間
部
の
生

活
で
す
が
、
高
齢
に
な
っ
て
も
こ
れ
ま
で
暮

ら
し
て
き
た
地
域
で
生
活
す
る
こ
と
を
望
む

声
は
多
く
聞
か
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
少
し
で

も
そ
の
思
い
に
添
え
る
よ
う
、
介
護
予
防
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

大
自
然
に
か
こ
ま
れ
た
町
大
豊
町

大
自
然
に
か
こ
ま
れ
た
町
大
豊
町

　

大
豊
町
は
、
四
国
の
中
央
部
に
位
置
し
、

総
面
積
の
９
割
を
占
め
る
森
林
資
源
と
、
吉

野
川
の
清
流
に
も
恵
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
町

で
す
。

　

令
和
２
年
８
月
末
現
在
の
総
人
口
は
３
、

４
７
５
人
、
う
ち
、
高
齢
者
人
口
は
２
、

０
２
１
人
、
高
齢
化
率
は
58
・
16
％
で
あ
り
、

高
齢
化
率
は
県
下
で
最
も
高
い
割
合
と
な
っ

て
い
ま
す
。
大
豊
町
で
は
、
す
で
に
総
人
口
、

高
齢
者
人
口
と
も
に
減
少
に
転
じ
て
い
る
現

状
で
す
が
、
町
内
に
は
元
気
に
活
動
さ
れ
て

い
る
方
々
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。

大
豊
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

大
豊
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

私
が
在
籍
し
て
い
る
大
豊
町
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
は
、
保
健
師
３
名
（
う
ち
、
１

名
は
主
任
介
護
支
援
専
門
員
と
し
て
配
属
）、

社
会
福
祉
士
１
名
、
介
護
支
援
専
門
員
２
名

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
は
町
住

民
課
内
に
あ
り
、
保
健
・
福
祉
・
介
護
の
各

分
野
と
連
携
し
な
が
ら
、
高
齢
者
の
相
談
用

務
や
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
の

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
人
口
が
多
い
こ
と
や
、
町
内
に
あ
っ

た
民
間
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
が
今
春
、
廃

止
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
令
和
２
年
度

に
は
、
セ
ン
タ
ー
に
保
健
師
と
介
護
支
援
専

門
員
が
そ
れ
ぞ
れ
１
名
ず
つ
増
員
さ
れ
ま
し

た
。

大
豊
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

大
豊
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
も
う
一
つ
の
職
種

の
も
う
一
つ
の
職
種

「
集
落
支
援
員
」

「
集
落
支
援
員
」

　

総
面
積
が
３
１
５
・
06
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
に
も
お
よ
ぶ
広
範
で
急
峻
な
土
地
に
高
齢

者
の
家
々
は
点
在
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

近
所
や
地
区
集
会
所
ま
で
出
か
け
て
行
く
こ

と
が
困
難
な
高
齢
者
が
多
く
お
ら
れ
る
の
も

279

保健師の
記録

大豊町役場　住民課　

地域包括支援センター　

岡崎　美佐

多職種で連携し、
「元気な大豊町」を目指していく

筆者は後列の一番左

せ
、
未
知
の
住
民
力
を
信
じ
て
、「
元
気
な
大

豊
町
」
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
か
ら
、「
高
齢
者
の
保
健
事

業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
実
施
」
に
向
け
た

準
備
と
し
て
、
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し

な
が
ら
、
大
豊
町
ら
し
い
フ
レ
イ
ル
予
防
の

在
り
方
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

力
を
合
わ
せ
て
！

力
を
合
わ
せ
て
！

　

大
豊
町
に
は
高
齢
者
を
訪
問
す
る
町
職
員

や
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
が
い
ま
す
。
所
属

や
職
種
は
異
な
っ
て
も
「
大
豊
町
の
高
齢
者

が
地
域
で
元
気
に
生
活
で
き
る
」
こ
と
を
目

標
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

毎
月
１
回
、
関
係
職
員
の
情
報
交
換
の
場
「
地

域
の
見
守
り
連
絡
会
」
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ

が
協
力
し
て
高
齢
者
に
向
き
会
え
る
よ
う
力

を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
連

絡
会
は
、
一
人
の
高
齢
者
に
重
複
し
て
対
応

す
る
こ
と
を
防
ぎ
、
必
要
な
情
報
を
共
有
す

る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
豊
町
の
年
齢
階
級
別
人
口
で
最
も
多
い

の
は
70
～
74
歳
で
す
。
こ
の
層
は
女
性
人
口

よ
り
男
性
人
口
が
多
く
、
地
域
に
は
私
た
ち

が
見
え
て
い
な
い
元
気
な
男
性
高
齢
者
が
た

く
さ
ん
い
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
女
性
も
！

　

住
民
に
接
す
る
多
く
の
職
種
と
力
を
合
わ

何
？
」「
フ
レ
イ
ル
の
予
防
に
つ
い
て
」
等
を

一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
非

常
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
く
だ
さ
り
、
健
康

意
識
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
後
日
、「
買
い

物
で
気
を
つ
け
て
肉
を
買
う
よ
う
に
し
た
」

「
友
達
を
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
へ
誘
い
た
い
」
等
の

話
が
あ
り
、
小
さ
い
な
が
ら
も
取
り
組
み
の

成
果
で
あ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
昨
年
同
様
、
フ
レ
イ
ル
予
防
の

啓
発
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
あ
っ
た
か
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業
の
集
い
の
場
に
お
い
て
、

本
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
た
「
後
期
高
齢
者
の

質
問
票
」
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
デ
ー

タ
の
集
約
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
フ
レ
イ
ル
予
防
を
自
分
の
こ
と

②
フ
レ
イ
ル
予
防
を
自
分
の
こ
と

と
し
て
考
え
て
ほ
し
い

と
し
て
考
え
て
ほ
し
い

　

フ
レ
イ
ル
予
防
の
啓
発
は
、
住
民
自
ら
が
、

フ
レ
イ
ル
予
防
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
、

自
分
で
意
識
し
て
行
動
で
き
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
至
る
に
は
ま
だ
時

間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。
ま
ず
は
、
フ
レ
イ

ル
に
つ
い
て
知
っ
て
ほ
し
い
、
自
分
の
体
に

興
味
を
持
っ
て
ほ
し
い
、
大
豊
町
の
フ
レ
イ

ル
予
防
は
そ
ん
な
小
さ
な
と
こ
ろ
か
ら
始
め

て
い
ま
す
。

　

町
内
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
や
事
業
所
は

決
し
て
多
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

住
民
同
士
の
結
び
つ
き
が
強
い
こ
と
、
地
域

住
民
の
方
か
ら
、
気
に
な
る
こ
と
を
行
政
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
な
ど
、
元
気
に
暮

ら
す
た
め
の
大
き
な
強
み
が
あ
り
ま
す
。

①
フ
レ
イ
ル
予
防

①
フ
レ
イ
ル
予
防

　

大
豊
町
で
は
、
保
健
師
が
地
域
に
出
向
い

て
行
う
健
康
相
談
を
長
く
続
け
て
い
ま
す
。

平
成
31
年
度
に
は
、
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
事
業
の
集
い
の
場
を
活
用
し
て
、
フ

レ
イ
ル
予
防
の
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。
参
加

実
人
数
は
２
８
５
人
、
う
ち
84
・
９
％
が
後

期
高
齢
者
で
し
た
。
自
身
の
身
長
や
体
重
、

握
力
等
の
身
体
計
測
の
後
、「
フ
レ
イ
ル
っ
て

ミニデイでの「フレイル予防」啓発の取り組み
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『KDBウォーク』 
国保データベース

（KDB）システムを活用しよう！

　国保データベース（KDB）システムは、国保連合会が保険者の委託を受けて行う各種制度の審査支払業務
および保険者事務共同電算業務を通じて管理する「特定健診・特定保健指導」、「医療（後期高齢者医療含む）」、「介
護保険」等に係る情報を利活用し、統計情報等を保険者向けに情報提供することで、保険者の効率的かつ効果
的な保健事業の実施をサポートすることを目的として構築しています。

■各種データの突合
　医療・健診等・介護データを個人単位で紐付けて各帳票を作成しています。
　これにより、健診受診有無別の医療費や、介護受給者の保有疾患など、制度を跨いだ集計が可能です。
　また、処方箋のある医科レセプトと調剤レセプトの突合、転入前の県内国保保険者の情報も突合 * しています。
　* 転入前情報の突合は、国保組合は対象外となっています。

　

■全国規模で比較
　全国共通の仕様であるため、統計データを全国規模にて比較する
ことができます。
　飲酒量や、１人当たり医療費など全国と比べて高知県全体が高い
項目は、県計との比較だけでなく全国、同規模との比較が有用です。

■地区単位で集計可能
　各保険者で設定している地区割マスタを基に、地区統計用コード・住所地名称での地区割りを行っています。

■多様な帳票の出力
　 国 保 デ ー タ ベ ー ス

（KDB）システムでは、
健診、医療、介護の各
種データを個人、保険
者、比較情報（県・同
規模・国）単位に突合・
集計し、帳票として出
力できます。また、帳
票 は CSV 形 式（ ※ ）
でも出力が可能です。
※ データをカンマ（，）で区

切って並べたファイル形式。

表計算ソフトなどを用いて再

集計やグラフ化ができる。

（参考）KDB システム参加保険者数

（令和 2 年 4 月処理時点）

飲酒 1人あたり
医療費毎日 ３合以上

A保険者 29.3% 6.3% 29,855 円
県平均 30.3% 6.5% 30,705 円
同規模平均 25.0% 2.9% 25,743 円
全国平均 25.7% 2.7% 25,323 円

 KDB で何ができる？

 KDB システムとは？

 国保データベース（KDB）システムの概要

これまで

『KDBウォーク』 vol.01

　  第１回  KDB システムを知ろう！　

　平成 25 年に本稼働した国保データベース（KDB）システムでは、保健事業への活用の他にも、医療費が増
加した要因の調査など医療費分析も行えます。多様な集計帳票があり、さまざまな場面でご活用いただけるシ
ステムとなっています。
　第１回は「KDB システムを知ろう！」と題して概要を紹介し、皆さまにシステムを知っていただくことを
目的としています。第２回以降、具体的な活用方法等を紹介していきます。

医療データ

健診等データ

介護データ

医療統計等

健診統計等

介護統計等

KDB

KDB

データの突合 医療×健診 統計等

医療×介護 統計等

健診×介護 統計等

医療×健診等×介護 統計等

医療統計等

健診統計等

介護統計等

医療データ

健診等データ

介護データ

制度 KDBシステム参加保険者数 総保険者数 参加率

健診
国保 1,901（国保組合160＋市町村1,741） 1,903（国保組合162＋市町村1,741） 99.89％
後期 47 47 100.00％

医療
国保 1,901（国保組合160＋市町村1,741） 1,903（国保組合162＋市町村1,741） 99.89％
後期 47 47 100.00％

介護（※） 1,569 1,571 99.87％

No 帳票 
No 帳票名 使用データ 集計単位

健診 医療 介護 統計 個人 保険者 県 同規模 国
1 1 地域の全体像の把握 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○
2 3 健診・医療・介護データからみる地域の健康課題 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○
3 4 市区町村別データ ○ ○ ○ ○ － ○ － － －
4 同規模保険者比較
5 5 人口及び被保険者の状況 － ○ － ○ － ○ ○ － ○
6 6 質問票調査の状況 ○ － － － － ○ ○ ○ ○
7 7 健診の状況 ○ － － － － ○ ○ ○ ○
8 8 医療費の状況 － ○ － － － ○ ○ ○ ○
9 9 介護費の状況 － － ○ － － ○ ○ ○ ○
10 10 厚生労働省様式（様式１－１）（基準金額以上となったレセプト一覧） － ○ － － ○ － － － －

11 11 厚生労働省様式（様式２－１）
（６ヶ月以上入院しているレセプトの一覧） － ○ － － ○ － － － －

12 12 厚生労働省様式（様式２－２）（人工透析患者一覧） － ○ － － ○ － － － －

13 13 厚生労働省様式（様式３－１）
（生活習慣病全体のレセプト分析） － ○ － － － ○ － － －

14 14 厚生労働省様式（様式３－２）（糖尿病のレセプト分析） － ○ － － － ○ － － －
15 15 厚生労働省様式（様式３－３）（高血圧症のレセプト分析） － ○ － － － ○ － － －
16 16 厚生労働省様式（様式３－４）（脂質異常症のレセプト分析） － ○ － － － ○ － － －
17 17 厚生労働省様式（様式３－５）（虚血性心疾患のレセプト分析） － ○ － － － ○ － － －
18 18 厚生労働省様式（様式３－６）（脳血管疾患のレセプト分析） － ○ － － － ○ － － －
19 19 厚生労働省様式（様式３－７）（人工透析のレセプト分析） － ○ － － － ○ － － －
20 20 厚生労働省様式（（旧）様式４－１）（都道府県の特徴） － － － ○ － － ○ － ○

21 21 厚生労働省様式（（旧）様式４－２）
（都道府県別一人当たり後期高齢者（老人）医療費の推移） － － － ○ － － ○ － ○

22 22 厚生労働省様式（（旧）様式４－３）
（生活習慣病における死亡と医療費の状況） － ○ － ○ － － ○ － ○

23 23 厚生労働省様式（様式５－２）（健診有所見者状況（男女別・年代別） ○ － － － － ○ ○ － ○

24 24 厚生労働省様式（様式５－３）
（メタボリックシンドローム該当者・予備群） ○ － － － － ○ － － －

25 25 厚生労働省様式（様式５－４）（健診受診状況） ○ ○ － － － ○ － － －

26 26 厚生労働省様式（様式５－５）
（糖尿病等生活習慣病予防のための健診・保健指導） ○ ○ － － － ○ － － －

27 27 厚生労働省様式（様式５－６）（性・年齢階級別保健指導率） ○ ○ － － － ○ － － －
28 28 特定健診リスクパターン別集計表 ○ － － － － － ○※ 1 － －
29 29 質問票項目別集計表 ○ － － － － － ○※ 1 － －
30 30 特定健診結果総括表 ○ － － － － － ○※ 1 － －
31 31 特定保健指導結果総括表 ○ － － － － － ○※ 1 － －
32 32 特定健診・特定保健指導実施結果総括表 ○ － － － － － ○※ 1 － －
33 33 特定健診・特定保健指導進捗 ･ 実績管理表 ○ － － － － － ○※ 1 － －
34 34 特定健診・特定保健指導実施結果総括表 ( 都道府県別 ) ○ － － － － － ○※ 1 － ○※ 1
35 35 質問票項目別集計（都道府県別） ○ － － － － － ○※ 1 － ○※ 1
36 36 特定健診リスクパターン別集計（都道府県別①） ○ － － － － － ○※ 1 － ○※ 1
37 37 特定健診リスクパターン別集計（都道府県別②） ○ － － － － － ○※ 1 － ○※ 1
38 38 特定健診結果総括表（都道府県別） ○ － － － － － ○※ 1 － ○※ 1
39 39 特定保健指導結果総括表（都道府県別） ○ － － － － － ○※ 1 － ○※ 1
40 40 医療費分析（１）細小分類 － ○ － － － ○ ○ ○ ○
41 41 医療費分析（２） 大、中、細小分類 － ○ － － － ○ － － －
42 42 疾病別医療費分析（大分類） － ○ － － － ○ ○ ○ ○
43 43 疾病別医療費分析（中分類） － ○ － － － ○ ○ ○ ○
44 44 疾病別医療費分析（細小（８２）分類） － ○ － － － ○ ○ ○ ○

No 帳票 
No 帳票名 使用データ 集計単位

健診 医療 介護 統計 個人 保険者 県 同規模 国
45 45 疾病別医療費分析（生活習慣病） － ○ － － － ○ ○ ○ ○
46 46 医療費分析（健診有無別） ○ ○ － － － ○ ○ ○ ○
47 47 要介護（支援）者認定状況 － ○ ○ － － ○ － － －
48 48 要介護（支援）者有病状況 － ○ ○ － － ○ － － －
49 49 要介護（支援）者突合状況 ○ ○ ○ － ○ － － － －
50 50 質問票調査の経年比較 ○ － － － － ○ ○ ○ ○
51 51 保健指導群と非保健指導群の経年比較 ○ ○ ○ － － ○ ○ ○ ○
52 52 医療費分析の経年比較 － ○ － － － ○ ○ ○ ○

53 53-1 医療・介護の突合の経年比較介護（要介護度別１件当たり
給付費） － 経年変化 － － ○ － － ○ ○ ○ ○

54 53-2 医療・介護の突合（要介護認定率）介護（要介護認定率）
－経年変化 － － ○ － － ○ ○ ○ ○

55 53-3 医療・介護の突合（有病状況） － ○ ○ － － ○ ○ ○ ○
56 53-4 医療・介護の突合（居宅サービス・施設サービス） － － ○ － － ○ ○ ○ ○
57 54 健診ツリー図 ○ － － － － ○ － － －
58 55 保健指導対象者一覧（保健指導判定値の者） ○ ○ ○ － ○ － － － －
59 56 保健指導対象者一覧（受診勧奨判定値の者） ○ ○ ○ － ○ － － － －
60 57 被保険者管理台帳 ○ ○ ○ － ○ － － － －
61 58 疾病管理一覧（糖尿病） ○ ○ ○ － ○ － － － －
62 59 疾病管理一覧（脳卒中） ○ ○ ○ － ○ － － － －
63 60 疾病管理一覧（虚血性心疾患） ○ ○ ○ － ○ － － － －
64 61 個人別履歴 ○ ○ ○ － ○ － － － －
65 62 ５年間の履歴 － ○ － － ○ － － － －
66 63 レセプト表示 － ○ － － ○ － － － －
67 64 後期国保突合台帳 － ○ － － ○ － － － －
68 65 後期国保突合エラーリスト － ○ － － ○ － － － －
69 66 疾病管理一覧（高血圧症） ○ ○ ○ － ○ － － － －
70 67 疾病管理一覧（脂質異常症） ○ ○ ○ － ○ － － － －
71 68 疾病管理一覧（慢性腎臓病） ○ ○ ○ － ○ － － － －
72 69 後期高齢者の健診状況 ○ ○ － － － ○ － － －
73 70 後期高齢者の健診結果一覧 ○ ○ ○ － ○ － － － －
74 71 後期高齢者の医療（健診）・介護突合状況 ○ ○ ○ － ○ － － － －
75 72 健診・医療・介護の利用状況 ○ ○ ○ － － ○ ○ ○ ○
76 73 医療機関受診と健診受診の関係表 ○ ○ － ○ － ○ － － －
77 74 医療機関受診と介護認定・給付の関係表 － ○ ○ ○ － ○ － － －
78 75 基本チェックリストの回答状況 ○ － － － － ○ － － －
79 76 介入支援対象者一覧（栄養・重症化予防等） ○ ○ ○ － ○ － － － －
80 77 介入支援実施前後の比較（栄養・重症化予防等）＿個人別 ○ ○ ○ － ○ － － － －
81 78 介入支援実施前後の比較（栄養・重症化予防等）＿全体 ○ ○ ○ － － ○※ 4 － － －
82 79 重複・頻回受診の状況 － ○ － － － ○ － － －
83 80 重複・多剤処方の状況 － ○ － － － ○ － － －
84 81 介入支援対象者一覧（服薬管理） － ○ ○ － ○ － － － －
85 82 介入支援実施前後の比較（服薬管理）＿個人別 － ○ ○ － ○ － － － －
86 83 介入支援実施前後の比較（服薬管理）＿全体 － ○ － － － ○※ 4 － － －
87 84 集計対象者一覧 ○ ○ ○ － ○ － － － －
88 85 健康スコアリング（健診） ○ － ○ ○ － ○ ○ ○ ○
89 86 健康スコアリング（医療） ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○
90 87 健康スコアリング（介護） － ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○
91 88 健康スコアリング（保険者等一覧） ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○
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　現在「総合事業費給付実績」「介護給付費給付実績」「償還明細給付実績情報」の集計についても協議を行っ
ています。

 データの取扱範囲 画面の基本的な作り

 KDB の集計要件

 主な対象データ

　国保データベース（KDB）システムメニュー画面から、任意のボタンを押すことで該当の帳票が表示されます。
　画面上部のボタンから、地区別の集計や集計年度（年月）の選択、比較先の変更等ができます。
　「印刷」ボタンから帳票の PDF 出力・印刷、「CSV」ボタンからは帳票の CSV 出力が可能です。

　各帳票の出力項目の詳細は「各帳票等の項目にかかる集計要件」に記載されています。
　操作マニュアル等と一緒に XRL システムより配信していますのでご確認ください。

第１回は KDB システムの概要について簡単に紹介しました。次回は、具体的な医療費分析の例を紹介する予定です。

次回予告

『KDBウォーク』 vol.01

■ KDB システムに関するお問い合わせ：保険者支援課　保健事業係　TEL088-820-8420
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食食べべててみみぃぃやや！！味味
みみ

ててみみぃぃやや！！！！        

vol. 53ヘ ル シ ー ご は ん

アーモンドアーモンド
たっぷりクッキーたっぷりクッキー

小腹が空いたときにぴったりの一品です。
オーブンを使っても良いですが、

トースターで焼くとよりパリっと食感良く仕上がります。
焼き時間はトースターの種類によって、

焦げないように加減してください。生地を薄く
成型することがパリパリに仕上がるコツです。

アーモンドが香ばしい！トースターで簡単調理アーモンドが香ばしい！トースターで簡単調理

　

手
作
り
の
お
い
し
い
お
菓
子

と
お
茶
で
ひ
と
休
み
し
ま
せ
ん

か
。普
段
、お
菓
子
作
り
を
し

な
い
方
で
も
、簡
単
に
作
れ
る

お
や
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

　

三
食
の
食
事
だ
け
で
は
足

り
な
い
栄
養
素
を
お
や
つ
か
ら

取
る
と
考
え
れ
ば
、豊
か
な
食

生
活
に
彩
り
を
添
え
て
く
れ
ま

す
。

　

高
齢
者
に
不
足
し
が
ち
な

カ
ル
シ
ウ
ム
や
抗
酸
化
作
用
の

高
い
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
を
お
や
つ
か
ら

取
る
と
、お
い
し
い
だ
け
で
な
く
、

身
体
に
も
や
さ
し
い「
食
」に
な

り
ま
す
。

　

子
ど
も
に
と
っ
て
も
、お
や
つ

は
三
食
の
食
事
の
足
り
な
い
栄

養
を
取
る
た
め
に
必
要
な
も
の

で
す
。普
段
、家
で
使
っ
て
い
る

調
理
器
具
と
材
料
で
お
や
つ
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

簡
単
に
作
れ
る

簡
単
に
作
れ
る

お
や
つ

お
や
つ

西
に し

 森
も り

 美
み

 恵
え

管理栄養士

管理栄養士であり、
食育を考える地域活
動栄養士の会「トマト
の会」代表などを務

める。食育を通じて、おいしく楽しく健康的な食生
活の実践をめざし、地域に密着した栄養相談・料
理講習会・講話などの活動を行っている。

エネルギー 86kcal／タンパク質 2.7g
カルシウム 24mg／ビタミン E2.4㎎

1人3枚分として

①ボウルに薄力粉と卵、砂糖を入れ、よく混ぜ合わせる。
②①にアーモンドスライスを入れ、さっくりと混ぜる。
③アルミホイルに油をひき、その上に②の生地を薄く広げる。
④トースターで約10分焼き、こんがりと色付いてきたら、

焦げないようにアルミホイルで蓋をして12～15分焼く。
※オーブンを使う場合は160℃で約15～20分焼いてく

ださい。

◎作り方

薄力粉 25g
卵 1/2個
砂糖 15g
アーモンドスライス 40g

◎材料（15枚分）

ア
ー
モ
ン
ド

牛
乳
、
乳
製
品

ミルクレープミルクレープ
　作り方のコツは、ひっくり返すときに

薄い生地が破れないように気を付けること。
少し焼き目を付けるとこんがりとして、

見た目にもよりおいしく出来上がります。
生クリームがあっさりしているので、お好みで
ハーブや季節のフルーツを添えても良いですね。

ホットケーキミックスを使った簡単おやつホットケーキミックスを使った簡単おやつ

エネルギー 116kcal
タンパク質 1.9g
カルシウム 45mg

一切れ

①ボウルにホットケーキミックスを入れ
る。牛乳を少しずつダマができない
ように入れて混ぜる。

②卵焼き器に油を薄くひき弱火にし、
①の1/4量を入れて両面を薄く焼く

（4枚作る）。
③ボウルに生クリームと砂糖を入れ、

しっかりツノが立つまで泡立てる。
④ラップを広げ、その上に②で作った

生地の長い辺を横にして4枚を重
ねる（図参照）。

⑤④の上に③の生クリームを広げ、
端から巻いて、ラップに包み、冷蔵
庫で冷やしてなじませる。

⑥ラップを外して4等分にし、皿に盛り
つける。

◎作り方

◎材料（1枚（4人分））

ホットケーキミックス 40g
牛乳 100ml
油 適宜
生クリーム 50ml
砂糖 大さじ1

　

牛
乳
に
は
カ
ルシ
ウ
ム
が
豊
富
に

含
ま
れ
、他
の
食
品
と
比
べ
て
も

吸
収
率
が
高
く
、タ
ン
パク
質
、ビ
タ

ミ
ン
、鉄
等
も
多
く
含
む
バ
ラ
ン
ス

食
品
で
す
。

　

高
齢
者
は
骨
粗
し
ょ
う
症
予

防
に
、子
ど
も
は
成
長
期
の
骨
の

発
達
の
た
め
と
、ど
の
世
代
で
も

し
っ
か
り
取
り
た
い
食
品
で
す
。

　

ナ
ッ
ツ
類
に
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
が
多

く
、血
管
や
肌
を
若
返
ら
せ
、脳
を

活
性
化
し
て
く
れ
ま
す
。

　

ま
た
、脂
質
で
あ
る
オ
レ
イ
ン
酸

は
悪
玉
コレス
テ
ロ
ー
ル
を
減
ら
し
て

動
脈
硬
化
を
防
ぐ
効
果
も
あ
り

ま
す
。老
化
防
止
や
疲
労
回
復
に

効
果
の
あ
る
食
品
で
す
。

クレープの重ね方

ラップ

約1cm

生地

生クリーム端からくるくる
巻いていく
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７
月
２
日
に
高
知
県
と
本
会
の
共

催
に
よ
り
、高
知
県
庁
正
庁
ホ
ー
ル
で

「
令
和
２
年
度
診
療
報
酬
改
定
研
修

会
」
を
開
催
し
た
。
研
修
会
に
は
各

市
町
村
・
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
か
ら
国
保
担
当
者
や
レ
セ
プ
ト
点

検
員
ら
43
人
が
出
席
し
た
。

　

高
知
県
国
民
健
康
保
険
課
の
濵
田

仁
課
長
か
ら
、
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た

後
、
高
知
県
国
民
健
康
保
険
課
の
中

屋
ひ
ろ
み
医
療
給
付
専
門
指
導
員
か

ら
、
医
科
診
療
報
酬
改
定
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ

関
連
改
定
お
よ
び
訪
問
看
護
療
養
費

改
定
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ

れ
た
。

　

本
会
か
ら
は
歯
科
診
療
報
酬
改
定

お
よ
び
調
剤
報
酬
改
定
の
概
要
に
つ

い
て
、
説
明
を
行
っ
た
。
歯
科
診
療

報
酬
改
定
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
重

症
化
予
防
の
取
り
組
み
の
推
進
に
お

け
る
歯
科
疾
患
管
理
料
の
見
直
し
や

歯
周
病
重
症
化
予
防
治
療
の
新
設
等

が
挙
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
調
剤
報
酬

改
定
の
ポ
イ
ン
ト
で
は
、
か
か
り
つ
け

機
能
の
評
価
に
お
け
る
重
複
投
薬
解

消
に
対
す
る
取
り
組
み
の
評
価
や
地

域
支
援
体
制
加
算
の
要
件
の
見
直
し

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。

移
っ
て
初
の
決
算
と
な
っ
た
も
の
で
、
実
質
収

支
で
は
、
２
１
５
億
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
る
。

厚
労
省
は
「
公
費
の
拡
充
に
加
え
、
収
納
率
の

向
上
、
医
療
費
適
正
化
等
、
保
険
者
の
取
り
組

み
に
よ
る
も
の
」
と
分
析
し
て
い
る
。
な
お
、

決
算
補
填
等
目
的
の
法
定
外
一
般
会
計
繰
入
は
、

28
・
２
％
減
の
１
、２
５
８
億
円
で
あ
っ
た
。

　
「
国
が
公
費
に
よ
る
財
政
支
援
額
を
増
額
し
、

運
営
主
体
を
都
道
府
県
に
移
し
た
効
果
が
出
た

も
の
と
な
り
、
法
定
外
一
般
会
計
繰
入
金
の
解

消
と
い
う
課
題
は
あ
る
が
、
こ
の
効
果
が
継
続

し
て
い
く
こ
と
を
望
む
」
と
述
べ
た
。

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

が
懸
念
さ
れ
る
が
、
基
幹
業
務
で
あ
る
診
療
報

酬
等
の
支
払
が
滞
る
こ
と
の
な
い
よ
う
注
意
し

て
い
く
と
と
も
に
、
適
正
な
業
務
運
用
を
図
り

な
が
ら
、
引
き
続
き
保
険
者
支
援
の
充
実
・
強

化
に
努
め
て
い
く
姿
勢
を
強
調
し
た
。

全
12
議
案
を
原
案
ど
お
り

認
定
・
可
決

　

あ
い
さ
つ
の
後
、
議
長
に
大
西
勝
也
・
黒
潮

町
長
を
選
出
。
議
事
録
署
名
人
に
和
田
知
士
・

大
川
村
長
と
池
田
三
男
・
津
野
町
長
を
指
名
し
、

議
事
に
入
っ
た
。

　

審
議
の
結
果
、
報
告
事
項
８
件
が
原
案
ど
お

り
承
認
。
続
い
て
、
審
議
事
項
12
議
案
を
原
案

ど
お
り
認
定
・
可
決
し
た
。

※
役
職
名
等
は
開
催
日
時
点
（
令
和
２
年
７
月
31
日
）

に
て
掲
載
。

　

本
会
で
は
、
令
和
２
年
度
７
月
通
常
総
会

を
７
月
31
日
、
高
知
市
の
こ
う
ち
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
「
ソ
ー
レ
」
に
お
い
て
32
会

員
の
出
席
に
よ
り
開
催
し
た
。
報
告
事
項
８

件
お
よ
び
令
和
元
年
度
事
業
報
告
・
各
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
議
案
を
は
じ
め
と
す
る

審
議
事
項
12
議
案
を
厳
正
に
審
議
し
、
原
案

ど
お
り
認
定
・
可
決
し
た
。

開
会
あ
い
さ
つ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
応
等
、
社
会
的
役
割
を

果
た
し
て
い
く

　

開
会
の
あ
い
さ
つ

に
立
っ
た
楠
瀬
耕

作
理
事
長
（
須
崎

市
長
）
は
、
本
会
で
は

厚
生
労
働
省
の
依
頼
を
受
け
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
収
入
が
減
少
し

て
い
る
医
療
機
関
等
へ
の
資
金
繰
り
対
策
と
し

て
、６
月
に
一
部
概
算
前
払
を
実
施
し
た
こ
と
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括
支

援
交
付
金
事
業
」
の
一
部
を
高
知
県
か
ら
受
託

し
、
業
務
を
開
始
し
た
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
、

「
連
合
会
の
果
た
す
社
会
的
役
割
は
大
き
く
、

か
つ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

と
し
て
重
要
な
意
義
を
持
つ
も
の
と
考
え
、
積

極
的
な
協
力
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
」
と

述
べ
た
。

　

財
政
面
で
は
、
７
月
22
日
に
厚
生
労
働
省
か

ら
平
成
30
年
度
市
町
村
国
保
の
財
政
状
況
が
公

表
さ
れ
、
都
道
府
県
に
財
政
運
営
責
任
主
体
が 高知県国民健康保険団体連合会

理事長　楠瀬　耕作

国保連合会７月通常総会

保険者支援の
充実強化に努める
令和元年度決算等を認定・可決

１　
報
告
事
項

報
告
第
１
号　
会
務
報
告
書（
令
和
２
年
２
月
１
日
～
令
和
２
年
６
月

30
日
）

報
告
第
２
号　
令
和
元
年
度
診
療
報
酬
等
審
査
支
払
特
別
会
計（
業

務
勘
定
）歳
入
歳
出
補
正
予
算（
第
５
号
）理
事
専
決

処
分
報
告

報
告
第
３
号　
令
和
２
年
度
借
入
金
の
借
入
理
事
専
決
処
分
報
告

報
告
第
４
号　
令
和
２
年
度
診
療
報
酬
等
審
査
支
払
特
別
会
計（
業

務
勘
定
）歳
入
歳
出
補
正
予
算（
第
１
号
）理
事
専
決

処
分
報
告

報
告
第
５
号　
令
和
２
年
度
診
療
報
酬
等
審
査
支
払
特
別
会
計（
国

民
健
康
保
険
診
療
報
酬
支
払
勘
定
）歳
入
歳
出
補
正

予
算（
第
１
号
）理
事
専
決
処
分
報
告

報
告
第
６
号　
令
和
２
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
関
係
業
務
特
別

会
計（
業
務
勘
定
）歳
入
歳
出
補
正
予
算（
第
１
号
）理

事
専
決
処
分
報
告

報
告
第
７
号　
令
和
２
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
関
係
業
務
特
別

会
計（
後
期
高
齢
者
医
療
診
療
報
酬
支
払
勘
定
）歳
入

歳
出
補
正
予
算（
第
１
号
）理
事
専
決
処
分
報
告

報
告
第
８
号　
令
和
２
年
度一般
会
計
歳
入
歳
出
補
正
予
算（
第
１
号
）

理
事
専
決
処
分
報
告

２　
審
議
事
項

議
案
第
１
号　
令
和
元
年
度
事
業
報
告
認
定
議
案

議
案
第
２
号　
令
和
元
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
議
案

議
案
第
３
号　
令
和
２
年
度一般
基
本
準
備
金
の
取
崩
議
案

議
案
第
４
号　
令
和
２
年
度
引
当
資
産
の
取
崩
議
案

議
案
第
５
号　
令
和
２
年
度一般
会
計
歳
入
歳
出
補
正
予
算（
第
２
号
）

議
案
第
６
号　
令
和
２
年
度
診
療
報
酬
等
審
査
支
払
特
別
会
計（
業

務
勘
定
）歳
入
歳
出
補
正
予
算（
第
２
号
）

議
案
第
７
号　
令
和
２
年
度
診
療
報
酬
等
審
査
支
払
特
別
会
計（
公

費
負
担
医
療
に
関
す
る
診
療
報
酬
支
払
勘
定
）歳
入

歳
出
補
正
予
算（
第
１
号
）

議
案
第
８
号　
令
和
２
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
関
係
業
務
特
別

会
計（
業
務
勘
定
）歳
入
歳
出
補
正
予
算（
第
２
号
）

議
案
第
９
号　
令
和
２
年
度
国
民
健
康
保
険
等
損
害
賠
償
請
求
事
務

共
同
処
理
特
別
会
計
歳
入
歳
出
補
正
予
算（
第
１
号
）

議
案
第
10
号　
令
和
２
年
度
介
護
保
険
事
業
関
係
業
務
特
別
会
計

（
業
務
勘
定
）歳
入
歳
出
補
正
予
算（
第
１
号
）

議
案
第
11
号　
令
和
２
年
度
障
害
者
総
合
支
援
法
関
係
業
務
等
特
別

会
計（
業
務
勘
定
）歳
入
歳
出
補
正
予
算（
第
１
号
）

議
案
第
12
号　
令
和
２
年
度
特
定
健
康
診
査・特
定
保
健
指
導
等
事
業

特
別
会
計（
業
務
勘
定
）歳
入
歳
出
補
正
予
算（
第
１
号
）

診
療
報
酬
改
定

診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て
学
ぶ

に
つ
い
て
学
ぶ

令
和
２
年
度
診
療
報
酬
改
定
研
修
会

T o p i c s  1

T o p i c s

　

高
知
県
に
お
け
る
保
健
事
業
支
援
・
評
価

委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
保
険
者
へ
の
支
援

と
し
て
、
平
成
26
年
度
か
ら
昨
年
度
ま
で
に

延
べ
27
保
険
者
（
高
知
県
・
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
を
含
む
）
に
対
し
て
支
援
を
実

施
。
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
保
健
事

業
が
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
沿
っ
て
展
開
で
き

る
よ
う
、
事
務
局
に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
委

員
会
で
の
個
別
支
援
、
情
報
交
換
を
交
え
た

集
団
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

　

今
年
度
の
国
保
・
後
期
高
齢
者
ヘ
ル
ス
サ

ポ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
に
よ
る
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
対
象
保
険
者
に
実
施
し
、
保
健

事
業
支
援
・
評
価
委
員
会
の
開
催
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、

個
別
支
援
の
み
と
し
、
書
面
・
電
子
メ
ー
ル

に
よ
り
行
っ
た
。
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
の
疑

問
点
の
解
消
に
つ
な
げ
て
い
く
な
ど
、
デ
ー
タ

ヘ
ル
ス
計
画
の
中
間
評
価
や
高
齢
者
の
保
健

事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
実
施
等
へ
の
対
応

を
進
め
て
い
る
。

デ
ー
タ
ヘルス
計
画

デ
ー
タ
ヘルス
計
画

中
間
評
価
お
よ
び
個
別

中
間
評
価
お
よ
び
個
別

保
健
事
業
計
画
を
支
援

保
健
事
業
計
画
を
支
援

令
和
２
年
度
高
知
県
国
保
連
合
会

保
健
事
業
支
援・評
価
委
員
会

T o p i c s  2
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T o p i c s

　

８
月
13
日
、高
知
県
保
険
者
協
議

会（
事
務
局
／
高
知
県・高
知
県
国
保

連
合
会
）は
、高
知
市
の
高
知
共
済
会

館
に
お
い
て
第
29
回
高
知
県
保
険
者

協
議
会
を
開
催
し
、報
告
事
項
お
よ
び

令
和
元
年
度
事
業
報
告・歳
入
歳
出
決

算
、令
和
２
年
度
歳
入
歳
出
補
正
予
算

を
審
議
の
結
果
、原
案
ど
お
り
認
定・

可
決
し
た
。

地
域
保
険
と
職
域
保
険
の

更
な
る
連
携
強
化
を
！

　

開
会
に
あ
た
り
、

楠
瀬
耕
作
会
長（
高

知
県
国
保
連
合
会

理
事
長
）
は
、
令
和
２
年
４
月

か
ら
の
「
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介

護
予
防
の
一
体
的
な
実
施
」
に
つ
い
て
、
保

健
事
業
で
は
、
疾
病
予
防
、
重
症
化
予
防
、

介
護
予
防
で
は
、
生
活
機
能
の
改
善
を
根

幹
に
据
え
た
高
齢
者
の
医
療
、
介
護
デ
ー
タ

の
解
析
を
行
い
な
が
ら
市
町
村
が
一
体
的
に

実
施
し
て
い
く
形
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
述

べ
た
。
高
齢
者
に
限
ら
ず
地
域
と
職
域
が
連

携
し
た
予
防
・
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
保
険

者
の
垣
根
を
越
え
た
連
携
の
さ
ら
な
る
強
化

を
呼
び
掛
け
た
。

高知県保険者協議会

高知県保険者協議会

会長　楠瀬　耕作

開
会
あ
い
さ
つ

全
３
議
案
を

原
案
ど
お
り
認
定
・
可
決

　

楠
瀬
耕
作
会
長
が
議
長
を
務
め
、
議
事

に
入
り
、
審
議
の
結
果
、
報
告
事
項
１
件

が
原
案
ど
お
り
承
認
。
続
い
て
、
令
和
元
年

度
事
業
報
告
・
歳
入
歳
出
決
算
、
令
和
２

保険者協議会委員
区分 役職 氏名 所属 職名

全国健康保険協会高知支部 副会長 小松　誠昭 全国健康保険協会 高知支部 支部長
健康保険組合 委員 太田　卓也 キタムラ 健康保険組合 常務理事

国民健康保険の保険者たる市町村 会長 楠瀬　耕作 須崎市 市長
国民健康保険組合 委員 刈谷　隆明 高知県医師国民健康保険組合 常務理事

共済組合 監事 国則　勝英 公立学校共済高知支部 事務局長
高知県後期高齢者医療広域連合 委員 福原扶慈子 高知県後期高齢者医療広域連合 事務局長
健康保険組合連合会高知連合会 監事 中山　浩二 健康保険組合連合会高知連合会 事務局長

関係団体 委員 野並　誠二 高知県医師会 副会長
高知県国民健康保険団体連合会 委員 渡辺　純正 高知県国民健康保険団体連合会 常務理事
高知県健康政策部国民健康保険課 委員 濵田　　仁 高知県健康政策部 国民健康保険課 課長

T o p i c s
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年
度
歳
入
歳
出
補
正
予
算
を
審
議
の
結
果
、

原
案
ど
お
り
認
定
・
可
決
し
た
。

　

そ
の
後
、
高
知
県
健
康
政
策
部
医
療
政

策
課
か
ら
「
高
知
県
の
地
域
医
療
構
想
お
よ

び
調
整
会
議
に
つ
い
て
」、
高
知
県
健
康
政

策
部
医
事
薬
務
課
か
ら
「
医
薬
品
の
適
正

使
用
等
の
推
進
事
業
に
つ
い
て
」、
高
知
県

健
康
政
策
部
国
民
健
康
保
険
課
か
ら
「
医

療
費
適
正
化
計
画
に
つ
い
て
」
の
情
報
提
供

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

の
た
め
、
参
加
型
の
セ
ミ
ナ
ー
は
中
止

と
し
、
高
知
県
、
高
知
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
お
よ
び
本
会
と
の
共

催
で
、
９
月
１
日
、
３
日
、
７
日
の
３

日
間
、
市
町
村
等
へ
「
令
和
２
年
度
高

齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体

的
実
施
に
お
け
る
セ
ミ
ナ
ー
」
の
映
像

配
信
等
を
行
っ
た
。

　
主
催
者
あ
い
さ
つ
で
は
、
本
会
の
江
口

事
務
局
長
が
情
勢
に
つ
い
て
、「
高
齢

者
の
保
健
事
業
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
お
よ
び
市
町
村
等
の
関
係

者
の
十
分
な
連
携
に
よ
り
、
前
期
高
齢

者
等
の
国
保
世
代
か
ら
連
続
し
た
健
康

管
理
や
重
症
化
予
防
、
要
介
護
状
態

に
な
っ
た
場
合
の
介
護
保
険
へ
の
接
続

等
、
地
域
包
括
ケ
ア
と
連
動
し
た
取
り

組
み
が
重
要
と
な
る
」
と
述
べ
た
。
国

に
お
い
て
、
高
齢
者
医
療
確
保
法
と
国

保
法
に
基
づ
く
保
健
事
業
に
関
す
る
指

針
の
改
定
が
行
わ
れ
、
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
て
、
地
域
の
高
齢
者
の
健

康
課
題
を
把
握
し
、
事
業
全
体
を
企
画

調
整
す
る
こ
と
や
「
通
い
の
場
」
で
の

個
別
支
援
に
よ
り
、
適
切
な
医
療
・
介

護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
セ
ミ
ナ
ー
の
内

容
を
実
務
に
活
用
さ
れ
た
い
と
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
高
知
県
国
民
健
康

保
険
課
か
ら
情
勢
と
し
て
一
体
的
実
施

の
概
要
に
つ
い
て
、
高
知
県
高
齢
者
福

祉
課
お
よ
び
後
期
広
域
連
合
か
ら
は
、

本
県
の
現
状
と
し
て
、
高
知
版
地
域
包

括
シ
ス
テ
ム
や
一
体
的
実
施
の
具
体
例

等
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

市
町
村
に
よ
る
先
行
取
り
組
み
の
事

例
と
し
て
、
仁
淀
川
町
保
健
福
祉
課
か

ら
取
り
組
み
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。
ま

た
、
取
り
組
み
の
支
援
と
し
て
、
高
齢

者
の
保
健
事
業
に
お
け
る
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス

テ
ム
の
活
用
や
保
健
事
業
支
援
・
評
価

委
員
会
に
つ
い
て
、
本
会
か
ら
説
明
を

行
っ
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
実
施
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で

質
問
を
受
け
付
け
、順
次
、回
答
を
行
っ

て
い
る
。
そ
の
他
、
意
見
等
か
ら
市
町

村
の
状
況
を
把
握
。
今
後
、
関
係
機
関

と
情
報
共
有
し
、
来
年
度
の
支
援
に
向

け
て
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
て

健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
て

令
和
２
年
度
高
齢
者
の
保
健
事
業
と

介
護
予
防
の一
体
的
実
施
に
お
け
る
セ
ミ
ナ
ー
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が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
全
国
健
康
保
険
協
会
高
知
支
部

か
ら
、
年
齢
区
分
別
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
使
用
割
合
に
つ
い
て
、
15
歳
以
下
の
使
用

割
合
が
、
特
に
低
い
こ
と
に
つ
い
て
、
情
報

提
供
が
あ
り
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用

促
進
の
た
め
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
。
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国 保 連 合 会 からのお 知らせ

高知県保険者協議会

年に一度は
特定健診！
特定健診の受診促進ポスター
を作成しました。

　高知県保険者協議会では、特定健康診査（特

定健診）の受診促進の取り組みを進めるため、特

定健診実施機関用のポスターを作成しました。

　各実施機関に対し、一人でも多くの方に特定健

診を受診していただけるよう、ポスターの掲示と併

せて積極的な受診勧奨について協力を依頼し、ポ

スターを配布しました。

第 34 回（令和２年度）高知県国保地域医療学会の開催中止について

　本県地域医療の推進を図るため毎年度開催しております標記学会を本年度も令和３年２月に開催するべく、

準備をしていたところですが、新型コロナウイルスの感染状況を鑑みると、まだまだ終息には程遠く、今後にお

いても感染の動向の予測がつかないこと、また学会の参加者は医療従事者及び自治体関係者であることなどに

より、中止といたします。

　第 34 回高知県国保地域医療学会事務局

　高知県国民健康保険団体連合会　保険者支援課　事業企画係

　■ TEL 088-820-8415

今後の会議の予定について （令和 2 年 10 月 15 日現在）

　下記の会議の開催に向け、準備が進められています。

　◎令和２年度国保制度改善強化全国大会

　●日　時：令和２年 11 月 13 日（金）

　●場　所：東京都（砂防会館）
※新型コロナウイルス感染症の状況等により、予定が変更となる場合があります。

●連載中の（筆者の）身近な自然シリーズ第10弾です。今回は本会からほど近い城西公園のイチョウ並木で

す。鮮やかに色付く季節は少し先にて、まだ青い木々の様子をお届けします。秋晴れの下、散歩中の人々

が行き交う中、足元のギンナンを潰さないように気を付けながら撮影しました。コロナ禍ではありますが、Go 

To Eatキャンペーンなども利用しつつ、食欲の秋を満喫したいと思います。読者の皆さまも充実した短い秋

を健やかにお過ごしください。

●今号から新コーナー「KDBウォーク」の連載を開始しました。国保データベース（KDB）システムの活用

における情報を全４回シリーズで、分かりやすくお伝えしていきますので、お役立ていただけますと幸いで

す。 （髙）

344号の取材・寄稿にご協力くださいました皆さん
ありがとうございました。

■発行者
高知県国民健康保険団体連合会
高知市丸ノ内２丁目 6-5　 TEL 088-820-8415
http://www.kochi-kokuhoren.or.jp
E-mail koho@kochi-kokuhoren.or.jp

■印刷
株式会社リーブル　高知市神田 2126-1
TEL 088-837-1250　https://www.livre.jp

TOSA 国保だより 345 号
１月下旬発行予定

「大川村」
　次回は大川村を訪ね、これからの
むらづくりについて、和田知士村長
にお話を伺います。
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